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I
§1二蒙古語の歴史は，古代蒙古語，中世蒙古語，近代蒙古語の三段階に区分さ 

れるが⑴，文献によって， 実証的な研究に従事し得るのは，中世蒙古語の段階かt  

である， 中世蒙古語は，概略，1 3 世紀から 1 6 世紀までの蒙古語を指すとされて 

いるが，15，16世紀に属する文献は，私の知る限りでは，大部分目睹し得ない処で

あるから(s)，現在，吾々の研究対象となし得る中世蒙古語は，13, 1 4 世紀の蒙古語 

であるといい得る。

中世蒙古語研究のための文献.資料は少くはない。即ち漢字音訳蒙古語資料⑷， 

ウイグル式蒙古字の諸碑文⑷，パスパ蒙古語の諸砷文《),アラビヤ字蒙古語諸資料 

等々が举 げられる。此等の中で，質量共に第一位の資料的価値を持つものは，云う 

までもなく漢字音訳蒙古語資料に属する「元朝秘史蒙古語」である。原名を「蒙古 

の秘史」(7) (Mangqol-un ni’uca tobca’an) と呼ぶ此のモンゴル民族の最古にし て ， 

最大の古典は，中世蒙古語研究の宝庫である。中世蒙古語の研究は「元朝秘史蒙古 

語の研究」に始まり，「元朝秘史蒙古語」に還ると云っても過言ではなかろう。

さて，中世蒙古語は，各国の優れたモンゴリストの手によって，その言語の概貌 

はすでに明かにされている•併し，その音韵，形態，語彙等の細部となると，未だ 

研究の余地は多分に残され，言語構造の全貌は明るみに出されているとは云えか 

い•特に，「元朝秘史蒙古語」は，中世蒙古語に於てのみ，或は此の文献に於てのみ 

しか発見されない多くの語，形態素，文論的特徴等々の多くの特色を持っているが， 

此等に対する詳細な研究は多きを数えない⑷。

私ほ，丁度，十年前から「元朝秘史蒙古語」の研究に—— 特に中世蒙古語に於て 

のみ発見される特徴的な形態素についての研究に—— 従事して来たが，此の小論は 

此処数年間の私の研究をまとめ，更に極く最近の私の新しい見解を示したもので， 

中世蒙古語のindicative endingsの体系については，一応の解決を与え得たものと 

考えている。 今後も「元朝秘史蒙古語」を中心として，「中世蒙古語」の研究に一 

層の力を注ぎたいと思っている。

§1.2本研究の出発点とその経過

蒙古文語には indicative en dingsとして，現在形に-mui/-miii;-mu/-mii,過去 

形に-bai/-bei; -ba/-be, -juqui/ . kiii; -luuai/-liigei; -lvpja/-liige
等々の形が見られるが，今までに公刊されている多くの蒙古語文語文典w には，上 

記の諸語尾は，只，現在の語尾，過去の語尾として羅列されているに過ぎない叫。 

併し，「凡そ言語に於ては,原則的に異った形は異った意味を持つ」 という観点に立
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って考えれば，此等の同一と見做されている幾つかの語尾は，その表わす文法的意 

味なり，職能なり，用法なりに於て，何か，何処かに差異があるのではなかろうか 

という疑問が当然潘いてくる•此の疑問が私の研究の出発点になった•私は先づ蒙 

古文語について，此等の語尾を調べて見たが，思わしい結果を得られなかった。そ 

の為，暫らくの間は暗中模索の状態が続いたが，その時，従来から私の研究の対象 

としていた中世蒙古語の最も優れた文献である「元朝秘史蒙古語」に此の問題の解 

決を発見し得る鍵か求められないだろうかという考えが私の頭に浮んだ此の考え 

を早速実行に移し，「元朝秘史」の全巻に亙って，動詞語尾（indicativeendings)を 

精査し始めたのがもう七年前のこととなった。それ以来，私の此の調査を継続しつ 

、•けて，その中間報告として，ニ，三の小論〔⑴を発表し，そこで中世蒙古語の•&, 

-ligi/-l i y iなる endingsは実は-ba/-be, -lu’a /-lu’e の女性形である事を私は発見 

した•私は，此の発見に勇気づけられて，更に研究を続行したが，当時は未だ上に 

述べた私の疑問を解明し得る何物も持っていなかった。処が本年の始めに，完了の 

語尾- lu’a i が- lu’aバu’e の複数形であり，-la’ai/-le，a i が- la，a /-le，e の複数形で 

あることを発見して以来，私の研究は急速に進展し，此等の語尾群の研究に着手し 

てから七年目の現在，やっと私の最初の疑問をときほぐす事が出来た。その結果 

は，蒙 古 文 法 の -ba/-b e:-bai/-b e i等々が，中世蒙古では 

後に述べる如き原則の上に立って使い分けられていた事を明かにし得た僅りでな 

く，中世蒙古語の indicative endingsは可成り整然とした体系を持っていたことを 

明かにし得た。此の小論では，以上の結果を「元朝秘史蒙古語」を主として引証し 

つつ述べることにした。

§2M 中世蒙古語の諸資料を精査すると次のindicative endingsが発見される。 

それ等を以下に示すことにしよう。下記の語尾は殆ど総て「元朝秘史蒙古語」の中 

に発見されるが，〜〜線を施した語尾は他の文献に於て発見したものである。（ ） 

の中は対応の文語形を示す。

-mu(-mu/-mii)，-mui(-mui/-miii), -mi 
-yu(-yu/-yu), -yi

-u(-u/-u), -uyi(-ui/-iii), -ai(-ai/ei), -i 
-d

-ba/-be(-ba/-be), -bai(-bai/-bei), -bi 
f -ju’u(-jujju/-jiigij)，-ju’ui(-juqui/-jiikiii), 
l  ~ctTu(~cii3u/~ciigii), cu’iai(-ciaqui/~ciikiii)

-ji'aiGi^aiZ-jigei), je'ai
t~cigi

-lu’a /-lu’e(lusa/-liige)，-lu’ai(-lusai/-l{iget),-la’a/le’e(-lasa/-lege) 
-la’ai/-le’ai(_la;jai/-legei), -ligi, liyi, -leyi 
-，a〜 -，ai

現在

及び

未来

過去

及び

完了

「①  

② 

③ 

し④

-⑤

⑥

⑦

-⑧
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-m iは （Leiden.)に僅か一例であるが発見される• p〇p p e教授は，此 の _m i のつ 

い た 科 rmi (出る）•に？マークをつけている•僅か一例ではあるが貴重な例であ

る• - j i g iと ~ cigiは （S.M.I. 1335)に見られる形でC le a v e s教授の註が附されャ 

いる• - le y iは （T .D.M. )に b iile y iとして一 例 みられる。此も一 例 の み で はあるが 

貴重な例といえる•此にはM ostaert師の註が施されている•

以上例記した処から明かな如く，④ の ~d を除けば，総ての語尾がニ或いはそれ 

以上の交替形 （variant forms) を持っている。之等の交替形の中で，-bi,_jigi(七gi) 

及び-ligi, -liyi に関しては，各々，-ba/-b e; -ju’u, -ju’u i; -lu* •*a/-hi，e,-la’a /-le，e
の女性形である事がすでに実証されているが⑴，他の交替形に関しては未だ定説は 

ないと云える。私の調査の結果，以下の事が明かになった。その結論を最初に次の 

図表によって示すことにしたい。

§ 2 .2 中世蒙古語の indicative e n d in g sは次の如き体系を有していた。

男性単数 女性単数

現在

及び

未来

-yu

(-n

-yi

男性複数 

-m ui 

*-yui 

- u y i , - a i  

名）

指上形 

-mui 

*-yui 

-uyi

指下形

- -b a/-be -bi -bai -bai -b a /-b e

過去 f  - ju 'u f- jig i. f - ju ，ui f - j ta ’ui, -ji’ai r - ju ’u
及び l  ~cu’u l - c ig i l - c u ^ i l  -cu*ui L~cu’u
完了 ( ，a ,ai ，a i ，a)

L -lu’a /-lu’a，-la’a /-le’e -ligi， -liyi -lu’ai,-la，ai/le，ai，-la，a,-leyi -lu，a
私の約十年間に亙る研究の成果は，此の表によって書き尽されている，「指上形，' 

指下形」 という言葉の意味は後段を参照していただきたい。 私は，此の概念を 

-lu’a /-lu’e と- la’a /-le’e の研究過程に於て引き出し得たが，此の考えを，-mui,
-bai，，-ju’u i 等々の語尾にも援用することによって，此等の語尾の問題の大部分を

解決し得た。此の三語尾を単に「複数形」 とのみ見做したのでは，問題は解決しな 

い。余りにも例外が多く存するからである。併し， 「指上形」 という職能をも合わ

せ持っていたと考えることによって，此等多くの例外の殆ど総ては解決されるので 

ある。それでは，以下に，中世蒙古語の indicative e n d in g sは上の様な体系の下に 

可成り厳密に使い分けられていたという事実を各語尾毎に項目を分けて，実例を引 

用しつ、証明することとする。尚，各々の語尾の元朝秘史蒙古語に於ける全用例を 

此処に総て示すのが理想であるが，®に千例を越える実例総てを，か 、る小論に於

* (S.M.I. 1335) tt F.W. Cleaves^ The Sino-Mongolian Inscription of 1335 in memory of 
Oiang Ying-jui の略号

•* (T.D.M.) w： Mostaert, Antoine ct Cleaves, Francis Woodman, Trois documents moneols 
<les Archives secretes vaticanes の略号



て例示することは到底不可能である•それ故，各語尾の全用例は，そ の 各々の項目 

に於て，該語尾の現われる場所と回数を示す図表を附記することにして，記述の理 

解を妨げない程度で，その用例を取捨撰択せざるを得なかった•若し全例に目を通 

すことを希望される方は，最後に一括して附した藤尾表によって，直接原典につい 

てお読み願いたい•引例の殆どは「元朝秘史」からのそれであるが， 「元朝秘史蒙 

古語」に現われない語尾例えば-j i g i等は他の文献から引用したものもある•その 

際はその文献の名前を附記することにした。

尚，「元朝秘史蒙古語」以外の文献に於ける使用例の語尾表も附記しようかと思っ 

たが，「元朝秘史蒙古語」の語尾表を附記する事で十分と思い割愛した。

§3” -lu’a/-lu’e，-la’a/-le’e, -lu’ai，-la’ai/-le’ai, -ligi~ - liyi, -leyi 

本来なら，現在時を表わす動詞語尾-mu, -mui, -m iから説き始めるのが常道で 

あろうが，上に述べた「指上形」「指下形」の概念を説明しなければならないから， 

特に，-lu’a/-lu’e 等々から始めることにした。此の語尾群の中，以下の例に示すが 

如く，-lu’ai は- lu’a/-lu’e の plural form, -la’ai/-le’ai は- la’a/-le’e の plural 

form, -ligi〜"l i y iは以上の形の feminine f o r m であることは，その認知に左程多 

くの時間を費さすことはなかったが，-lti*a /-lu’e と-la’a/-le，e との関係如何とい 

う問題が最後まで私を悩ませた。併し，此の難問も一つの端緒から解決の光を与え 

られ，第四十三回言語学大会で発表した如き結論を導き得た，此の両語尾の相違は， 

結局の所，中世蒙古語に於て存在した— 種の敬語法，私の此処で云う「指上形」 と 

「指下形」にあるという事が明かになった。以下に此の概念を実例を以て説き，後に 

-lu’ai, -la’ai/-le’ai, -ligi〜-liyi, 等の用例を示そう。

■ §3.8 -lu，a/-lu，e と-la，a /-le，e。 先づ以下の用例を見ることにしたい。

1.  (八10四） Cinggis qahan ugulerun...bi ucugan caq-tur qurban Merkid-
チンギス 可汗 日く 私 は 幼 い  時 に  ゴ ル パ ン メ ル キ ッ ド

un Uduyid-ta Burqan Qaldun-i qubci’ulju ayu’uldala’a (成吉思汗が臣下の
の 才 ド イ ッ ド に ボ ル カ ン  カルドン山をめぐらされて 恐れさせられた

Sube’etai (速別額台）に向って云った言葉）

2 .  (三 1 八） To’orinl Wang qan ugulerun bi nidoni cimada ese’u ugulele’e
ト才ッル ワン 汗  日く 私 は 去 年  お前に 云わなかったか

… … keyen (王汗がテムデンに云った言葉）
i 云って

3. (土 35 ニ） Cinggis qahan morilarun Tanggud irgen-u Bur qan-dur elci
チンギス 可汗が 出 陣 す る 時 タ ン ダ ッ ト  民 の ブ ル  汗 に  使を

ilerun bara’un qar cinu bolsu ke’elu’e ci... bara’un qar bolun morila ke’eju...
a わ し て 右  手 — 汝 の に な ろ う と 云 っ た 汝 は  右 手 と な っ て 出 陣 せ よ と 云 っ て

(成吉思汗がタンタットのブル汗に遣わした言葉）

4 .  (四 43 四） Cinggis qahan ugulerun edo’e ya’un ke’egu erte udur qurban
チンギス 可汗 日く 今は 何  と云おう か つ て  ゴルパン

M erkid  ireju  i3urqan-i q u c i^ lq u i-d u r am m  m inu n ikan te  abcu q a ru iu^a  ci edo^e
メ ル ギ ド が 来 て ボ ル カ ン 山 を め ぐ ら さ れ た 時  命を和わが  一回  取 ！） 出した 汝 は 今
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basa... keyen (成吉思汗が臣下のデ;!:ルメに云った言葉）
又…… 4 云って

先 づ ⑴ の - la’a は成吉思汗が臣下の速別台に向って「自分は幼い時にメルキッド 

のォドイット•のためにS れさせられた（ayu’ulda-la’a)」と自分の行為を述べた述語 

動莉の語尾として用いられている• （2 )の - le’e も王罕がテムデン—— 当時のテム

デンは王罕に対して臣下の礼をとっていた—— に対して「私は去年お前に云わなか 

ったか（ese’u ugule*le’e)」 と自分の行為を述べた動詞の語尾として用いられてい 

る。然るに⑶の -1ビe は成吉思汗が臣下と見做しているタングットの汗に対して， 

『「あなたの左手となりましょう」 と云ったのだ，お前は（1^’6-111’6 <：丨)』の如ぐ相 

手の行為を述べた動詞の語尾として用いられ，更 に ⑷ の -lu'a も成吉思汗が臣下 

の者別丨=対し「お前はかって私の命を一度救った，お前は（qaru-lu’a c i)」 と，やは 

り相手の行為を述べた動詞の語尾として用いられている。

以上の四例に共通して見られることは， 「(l)-la’a と-lu’a が用いられているの 

は会話文であること，そして（2 )その会話は社会的に優位なる者（superior) が，自 

分より劣位にある者（inferior) に向ってなされた会話であること」 というニ点であ 

る。異っている所は「例 （1X2 )に於ては話者（優）が自分の行為を述べているに反 

し，例 (3X4)に於ては話者（優）が話し相手（劣）の行為を述べている」点にある。 

此の点に着目することによって，-lu’a と-la’a との使い分けの次の原則①が掃納 

される。即ち

原 則 ① 話 し 手 （優)— 話し相手（劣）の線で取りかわされる会話文に於て 

話し手が自分の行為にっいて述べた述語動詞の語尾には-la’a/-le’e 

を用いる。

話し手が話し相手の行為にっいて述べた述語動詞の語尾には"V a / 

-lu’e を用いる。

上に述べた「-la’a と-lu’a が用いられるのは会話文に於てである」 という事は， 

中世蒙古語に於ける著しい特徴で，会話文でない所謂，一般の記述文に用いられて 

いるのは全例6 0 例 （-lu’a/-lu’e 2 6 例，-la，a /-le，e 3 4例）の内，僅か3 例に過ぎ 

ない。此の事実が-la’a と-lu’a との問題を解く第一の鍵となった。

5.(ニ 41七，八） Jarci’udai ugulerun Onan-u Deli'un Boldoq-a bukui-dur
デヤルチダイ 日く オ ノ ン 河 の テ リ ク ン  ボルタック K い る 時 K

Temujin-i torohui-dur buluaan nelkei ogule^e bi ene ko'u-ben Jelme-yi ogule'e
テ ム デ ン が 生 れ た 時K 黒 貂 の む つ ぎ を 与 え ま し た 私 は こ の 子 を デ エ ル メ を 与 え ま し た

gu bi ucugan ke'yen abcu odula'a edo'e Jelme-yi eme'el-iyan toqu'ul e'ude-yen
ぞ 私 は 幼 い  と 云 っ て っ れ て 行 っ た  今 デ エ ル メ を し て 鞍  を 置か甘よ 門 を

negu’ul ke’eju cwsba
Mか せ よ と 云 っ て 与 え た

〇•(ニ 35 —〇 Bo’orcu ugulerun ya’un bolba sayin nokor mun^taniju
ポオルチユ 日く “どうしたのです よい 友が 艱難して

ayisun aju’u nokoceju odula’a bi edo’e ireba ke’ed
f って来たのです 伴 と な っ て 行 っ た の で す 私 は  今 埽 っ た の で す ” と云って
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(ボオルチュが父の納忽伯顔に云った言葉）

7•(土 25 ニ） tende Kokocos jeu^un ete'ed baiyiju ugulerun Ca'adai yekin
そ こ に ；1 3 チオスが 左 側 に 立 っ て い て 云 う 比 は “チ ア ダ イ よ ど う し て

ya'arayu--- 中略----bule*en-cce buleid mun ke"eli-de-ce ese*u torele’ai ta
いそぐのか a s 雉 か ら  忽 然 と そ の  腹 か e> 生 れ た の で は な い か 汝 等 は

qala^ n-aca qalad qaqca qaqunaq-aca ese'u qarula'a ta--- 中路----ke’eba.
熱 き 麩 よ ？） 忽 然 と 唯 一 の  胞  か ら 出 た の で は な い か 汝 等 は  …… ” と云った•

次 に （5), (6), (7)に移る。 （5 )はデャルチダイなる身分の卑しい老人一 蒙古語 

；(arciは 「下僕」の意一 がテムデンに向って云った言葉であり，そこに用いられて 

いる- le’e と- la’a はデャルチダイが自分の行為を述べた述語動詞（ogu-le’e と 

odu~la’a) の語尾として使用されている。（6 )の文章はボオルチュ —— 後にテムデン 

の親友となり，成吉思汗側近の重臣となった—— が父のナコ.パヤンに対して云っ 

た言葉であるが，此処に見える-la’a も，ボオルチュが自分の父に対して，自分の 

行為を述べた述語動詞（odtria’a) の語尾として用いられている。 （7)の qaru-la’a 

の- la’a は正しくは-la’a i とあるべきであろう（複数の主語に対して用いられてい 

るから）。現に，その上の tor&4e’ai ta (生れた，汝等は）には-le’a i なる複数形 

が用いられている•さて，此の- la’a は成吉思汗の重臣ココチォスがチアダイ（成 

吉思汗の第二子）に向ってチアダイの非を戒めている文章の中に現われている•即 

ち話し手が話し相手の行為を述べた述語動詞の語尾として用いられている。

以上の三例から帰納し得ることは，次の原則である。即ち 

原 則 ② 話 し 手 （劣)-►話し相手（優） の線で取りかわされる会話文に於て 

は，話し手が自分の行為について述べた述語動詞の語尾にも，話し相 

手の行為について述べた述語動詞の語尾にも， 共に- la’a/-le，e を 

用いる，

此の原則②は話し手と話し相手の倕 劣が原則①の場合と入れ変ったもので，原 

則として常 に -la’a /-le ’e を用いる。此の点が，日本語の敬語法と異る所である。 

併し,話し手が自分の行為を特に卑下して述べる場合には-lu’a を用いる事もある。 

8■(— 42 八，48— ） Dei secen ugulerun \esugai quda ken-dur jorij"
デ イ セ チ エ ン  日く イエスゲイ 親族 雎 の 処 を 目 ざ し て

ayisula’a  ke’ejt1，1 1 ifesugai Ba’atur ugulerun ene ko’un-u minu naqacu-nar
来 た の で す か と 云 っ た  イ エ ス ゲ イ パ 一 ト ル  日く この 子 の •<-私の 母 窠 達 の

Olqtmud irgen-dtar oki quyusu keyen ayisulira ke’em’u
オ ル 3  ノ ッ ド の 民 の 热 に 鏟 を 求 め よ う  と 来たのです  i 云った

9.(八 22 三） Cmggis qahan ugulerun... Jamuqa anda ci buru’uya bulqa
チンギス 网汗 日く デ ヤ ム カ ア ン ク よ 汝 は こ と さ ら に  争を*

koyidcu ireju Dalan Baljua-ta qadqulduju Jelen-e qabciqai-a qorgoiu namayi
起し 来て ダ ラ ン パ ル チ ユ ド で  戦 い  デ X レネ 谷 間 に 追 い 入 れ て  私を

tende ese’u ayu’tiiula’a  ci... keyen
そ Cte 恐 れ さ せ な か っ た か 汝 は .... i 云って

では(8) (9)に移る。例 （8 )は親族同志であるデイ•セチx ンとイi スガイ.パ— ト 

ル （テムデンの父） との間で交わされた会話文である。デイ•セヱンは当時のオン



中世蒙古語の助詞語尾の体系 39

ギラット部族の長であり，ィ* スガィもボルデギン族の長である，そのディ•セチ 

s ンがィX スガィに対し，「誰を目指して来たれるか（ayisu-la’a)j と-ia，a を用い 

て尋ねた•従って，此の-la’a は原則②の場合と 一]®考えられる。原則②の 萨  

し手と括し相手との関係は「劣— 優」のそれであるから，ィX スガィの方から見れ 

ば，当然，（優)— (劣）の関係になる。それ故，原則②に従ってィエスガィはディ. 

セチエンの問にayisu-la’a と答えて然るべきである。然るに，イエスガィはayisu_ 
lu’a で答えた•此は何故か。此の疑問に答えるのは比較的容易である。人間の身分 

関係には，（僅)->(劣），（劣)一K 優） という関係の他に，対等の関係がある。ディ. 

セチ*ンとィエスガィ•パアトルは，此 の 「対等の関係」にあったと見ることによ 

って上の'疑問は解決される。即ち

原則③対等関係にある話し手と話し相手との間に取りかわされる会話文に 

於ては

話し手が話し相手の行為を述べた述語動詞の語尾には-la’a /-le，e 

を用いる

話し手が自分の行為を述べた述語動詞の語尾には-lu’a /-lu’e を用 

いる

を規定し得る。此は例（8 )に於て支持される。例 （8 )は成吉思汗が盟友ジャム力に 

対して云った言葉であるから，一 応 （優)— •(劣）の線上の会話文と見られよう•此 

の線上の会話文と見れば，原則①に従って，ayu’ul-u-lu’a の如く-lu，a が現われ 

るべきである•然るに，此処には ayu’ul-u-la’a と-la’a が出ている。此は，成古 

思汗とデャム力との関係が（優)— （劣）の関係でなく，「対等の関係」であることを 

物語っている。（成吉思汗とデャム力の関係を（劣)一>(優） とすれば，原則②に従 

って，此処に-la’a が現われる。併し，此の文献に於ては，成吉思汗はいかなる者 

に対しても劣位に立つという事は考えられないし，その様な文例は見られない。勿 

論，テムデンと呼ばれていた幼年時代には相手に対して劣位に立つ場合は屢々見ら 

れる）。 対等の関係と考えれば，上の原則③によって，此処に-la，a が用いられ 

ているのは当然である，では次に移ろう。

1 0 • ( 土  16 ハ ， 1 7  — ) Tende Cinggis qahan Onggiir Arqai Qutugu qurban-

そこで チンギス 同 汗 は オ ン グ ル  アルカイ a トコの 三人

aca Q^aa ya*u ogba keyen asaqba Sigi Qutuqu ugulerun altatai qartai a'urasu
か ら 力 ダ か 何 を 与 え た か と  尋 ね た • ン ギ コ ト ：！が 云 う  金の 紋のっいた調度を

u r ^  Juns du A ltan  qan-u-ai aju'u-je,
持 っ て 来 て 与 え ま し た ^そこで）私 が 云 っ た の で す 以 前 は 此 の 中 都 は ア ル タ ン 汗 の も の だ っ た の だ

e4 ° e ^ ngf ! s Sr|!an' u~ai bolba-je, ci Qada Cinggis qaJan-u ed ecine^un qulaqcu
今 は テ ノ ギ ス 》r汗 の も の と な っ た の だ 汝 力 ダ は チ ン ギ ス 可 汗 の 物 を か く れ て  偸み

ke^eju bi ese abuba Onggur Arqai qoyar ogugsed-i inu
ど ラ し て 与 え る の か 汝 は と X：っ て 私 は 取 ら な か っ た オ ン グ ル ア ル カ イ の 二 人 は 与 へ た の を — 彼の

abula’a  ke’eba
取 り ま し た と 云 っ た
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11•(八 28 三，五） Sigiqutuqu ugulerun Bo'orcu Muqali-tan ken-ece hule^
シ ギ コ ト 3  日く ボオルチユ モ カ ！； 連は W より ま S ゥて

tusa kile*e ken-ece hule'u gucu ogule ê, soyorqal ogdegui-a bi ya'un
益 を し た で し よ 5 か 嫌 よ ！） 余計に 力 を 与 え た で し よ う か a 貧が 与 え ら れ る 時 私 は  何か

duta’u tusa ese bolula’a  ya’un duta’u gucu ese ogule’e... ke’eju’ui (成吉
か け て な か っ た でしょうか 何 か 足 り ， 力を与えなかったでしようか  i 首った

思汗の家臣，シギ3 トコが成吉思汗に云った言葉）

1 2 •(七 2 5  三） Som Naiman-u qara’ul qangqairqan-u teri^un-ece soni olon
夜 ナ イ マ ン の  斥 供 は  カンカイルカンの 頂 か6> 夜 多 く の

qal ujeju..... Tayang qan-dur......Mangqol-un ceri’ud Sa’ari ke’er-i butetele
火 を 見 て  タヤン 汗 に  モ ン ゴ ル の  兵士連は  サアリ 草 原 を う め る 》 ど

ぱ ^ ’* … (乃蕃部の斥侯がタヤン汗に云った言葉）

1 3 • (四 4 9 五,七） Cinggis qahan ugulerun minu jebelegu aman c
チ ン ギ ス 可 汗 が  云うには  私の 戦う ロの

aqan
白い

qula-yin aman m ri’u mu ququ ken qarbula’a  a ’ula de’erece ke’eba. tere uge-

黄色い馬の  ロ 骨 を — そ の グ ザ と 誰 が 射 っ た か  山の 上から と云った そ の 曾 葉

aur Jebe ugulerun......bi aarbula，a ......ke’eba.

k 千 i ベが 云った 私 が 射 り ま し た  と云った

(例） 1 0 の ogu-lu’e，abu-la ’a が用いられている文は成吉思汗に対して，臣下のシ 

グ .コトコが言上している会話文である。従って，これは（劣)— ■(僅;） の線 上の会 

話文である。此処では-ンギ.コトコが力ダの行為を述べた述語動詞の語尾に-lu，e 

が用いられ，オングルとアルカイの行為を述べた述語動詞に-la’a が用いられてい 

る。シギ.コトコにとってオングル と ア ル カイは同僚であるが，力ダは目下の者で 

ある。又，例 1 1 もシギ.コトコが成吉思汗に対して言上した会話文である。此 処  

に用いられたki-le’e， ogu-le ’e の- le ’e もシギ•コトコがボオ ル チュ と モ カリの行  

為を述べた述語動詞に接尾されている。ボオルチュ と モ カリはシギ.コトコの長 上  

者である。更に例 1 2 の ba’u-lu ’a はナイマンの斥候がナイマン虚帝のタヤン汗に 

言上した文（即 ち （劣)— (優）の線上の会話文）の中に見られる。 此 の ba，u-lu，a 
の- lu ’a はナイマンの斥候が彼等に.とっては敵のモンゴル兵士連の行為を述べた沐 

語動詞の語尾として用いられている。以上の三例から次の原則2,を導き得る。即ち 

原 則 が 話 し 手 （劣)-*話し相手（優）の線上の会話文で，話し手が第三者の 

行為について述べる場合，

そ の 第三者が話し手である自分より劣位にあれば，そ の 人間の行為 

を述べた述語動飼の語尾には-lu’a /-lu’e を用い，そ の 笛=者が話 

し手である自分より優位にあるか，或は対等であれば，そ の 人間の 

行為を述べた述語動詞の語尾には-la’a/_le，e を用いる 

此の他，今までの考察から次の原則V を容易に帰納し得る。即ち，

原 則 話 し 手 （優)— 話し相手（劣）の線上の会話文で，話し手が笛= 者の 

行為について述べる場合，

その第三者が自分より優位にあれば，又，自分より劣ってい て も，
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括し相手より優位にあればその人間の行為を述べた述語動詞の語尾 

には-la’a /-le’e を用い,その第三者が自分及び相手より劣位にあれ 

ば，その人間の行為を述べた述語動詞の語尾には-lu’a /-lu’e を用 

いる.

此の原則レに相当する用例は殆ど発見出来なかったが例（13)が之に当ると解釈し 

得 る •例 （13)の第一のqarbu^ a ' a の-la’a は成吉思汗が捕虜の兵士等に向って述 

ベた会話文（従って（優)— (劣）の線上の会話文）の中に見られ，成吉思汗が第三 

者 ken (誰）の行為を述べた述語動詞に接尾されている•此のken (誰）は勿論成 

吉思汗より劣位者であるが，成吉思汗にとっては自分の馬を射った程の者は並いる 

他の捕虜連よりは優れた人間と考えられた。此の様な考え方は，当時の戦乱に明け 

暮れたモンゴル人にとっては捶めて自然である•従って，此の-la’a は 「自分より 

劣位にあっても，相手より優位にある」者の行為を述べた述語動詞の語尾として用 

いられたものと見做し得る„ の例を,私は第四十三回言語学大会で，例外である

と述べたがその際，服部四郎先生から有益な御教示を受け，改めて考えて上の結論 

に達したものである。）

14. (七 44 五） Tayang-un eke Gurbesu-yi Cinggis qahan abcira’ulju ugulerun
タ ヤ ン の  母 グ ル ベ ス を チ ン ギ ス  可汗 つ れ て 来 さ せ て い う の 1C

ci Mangqol-un hunir mau’ui ke’eju ese，u bule’e edo’e yekin ireba ci ke’eju
汝 モ ン ゴ ル の  匂は 鼴い と 云 っ て い た で は な い か 今  ど う し て 来 た か 汝 は と 云 っ て

Cinggis qaftan abula'a
チ ン ギ ス 可 汗 は 取 っ た •

15. (五 28 六） Yedi Tulug neretti noyan inu qara’ul yabuju bidan-ti qara’ul-a
イ エ デ イ ト ゥ ル ッ ク と い う 官 人 は +-彼 の 斥 候 に  行って 吾 * の  斥 候 te

huldegdeju a*ula o*ede tuta'aqu bolon olang-niyan tasuraqdaju tende bariqdalu'a
追 い つ か れ て 山 に 向 っ て 进 げ よ う と し て  肚帯を 切られて  そ こ に 捕 え ら れ た

今までの例は総て会話文中に於て用いられたものであるが，次のニ例は普通の記述 

文に於ける-la’a, -lu’a の例で，元朝秘史全巻を通じて，三例見られるのみであ 

る •例 （14)の abu-la，a の主語は「成吉思汗」であり，例 （15)の bariqda-lti’a の 

主語はナイマン部の斥候である。此の事は，今までに述べて来た-la，a と - lu’a と 

の用法上の相違から考えて至極当然であって殆ど説明の用はあるまい。成吉思汗は 

一天万上の大可汗であり，ナイマン部の斥候は身分卑しい一兵士である。成吉思汗 

に対して-lu’a を用いず，ナイマ ン の 斥候に対して， -la’a が 使 わ れ て い な い の は  

今迄の原則から十分考えられる処である。

以上，随分長々と述べたが，-la’a/-le’e と-lu’a/-lu’e との関係について結論的 

に云い得ることは「-1&，3/-16,6は優位者に向けられる語尾であり，_11:1，3/-11̂ は 劣  

位者に向けられる語尾である」 ということである。此の前者-la’a /_le，e を 「指上 

形J, 後者- lu*a/-hi，e を 「指下形」 と呼ぶことにする。「搬 者 （劣位者）に向け 

られる……」の 「向けられる」 とは，例えば（優)--(劣）の線上の会話文で，話し
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手が自分の行為を云々する時，その行為を述べた述語動飼の語尾-la’a/-le'e は， 

話し手である自分という優位者の行為に向けられた語尾であり，又，（劣)-►(船の 

練上の会話文に於て，話し手が自分の行為を述べた述語動詞の語尾-!a’a /-le’e は， 

話し相手である優位者に向けられた語尾であると云い得るからである•対等関係の 

場合にも，「優 （劣）位者に向けられる……」 という表現は支障を来さないと考えら 

れる。日本語の敬語法とは異る点があるので，私は一応， 「指上形」「指下形」一一 

此の呼称は誤解を招く恐れもあるので，余りよい呼び名ではないと思うが，適当な 

呼び名が見つからないので—— と呼ぶことにした。

此の「指上形」「指下形」という概念を他の語尾群中のニ系列，例えば-mui〜-mu, 

-ju’ui~ - ju’u 等々にあてはめて考えて行きたい。

§3” 及び 4 u，ai。

-la’ai/-le’ai は - la，a /-le，e の plural form, -lu’ai は- lu’a /-lu，e の plural form 

であることは以下の例から明かである。

1•(五 9 五） tende Tumen Tubegan 01011 Dungqayid butaraqsan Kereyid
そこに トウメン トウべガン， オロン ドウンカイド， 四散した ケレイトの

irgen ber Cinggis qahan-dur oroju ire'ule'ai
民 も チ ン ギ ス 可 汗 の 処 に は 入 っ て 来 た 。

2 . しニ 8 六） basa Burhan qan ugulerun Cinggis qa'an-u nere alaar sonoscu
又 ボ ル ハ ン 汗 が 云 う に は  チンギス 可 汗 の  名 名声を 聞いて

ayuju a la ’ai ba
懼れて い ま し た 吾*は。

〇•(四 18 九） Cinggis qahan masi kilinglaju ugulerun jurkin-e ker eym
チ ン ギ ス 可 汗 は 非 常 に  怒って 云 う に は デ ユ ル キ ン に ど う し て こ の 様 に

kigden bule’a i bida
さ れ て い た の か 吾 * は

4•(六 22 六） Jorqalqun-u hula’anud Bolda’ud-ta bida ese’u uguleldulu’ai
デ ョ ル カ ル コ ン の ホ ラ ー ノ ッ ト ボ ル ダ ウ ト 山 で 吾 々 は  云い合わなかったか

5• 、二：30 八，九） erte Altan Qucar qoyar ene metu uge baralduju jici uges
か つ て , T ル タ ン コ チ ァ ル の 二 人 は こ の 嫌 に  約束し合って その上言葉に

tur-iyan ulu gurgu-yin tula ker kigdelu9a i yambar boiqaqdalu^ai
和自分連の 到らなかった  の で 如 何 に な さ れ た か  どの様に されたか

例 ⑴ か ら ⑶ ま で は - la，ai/-le，a i の例であり，⑷ ⑶ は - lu，a iの例である。五 

例とも総て複数の主語を持っていることは上例から明かであろう。（2) (3)⑷ は ba 

「吾々」（exclusive), b id a「我々」（inclusive), (5)はアルタン，コチャルの二人⑴ 

はトウメン•トウべガン（万のトウべガン），オロン•ドウンカイト（多くのドウジ 

カイト），四散した民 （ irgen ‘‘民 ’’という語は文法的には複数扱い）がそれぞれ主 

語である。それ故，此等の述語動詞の語尾もそれぞれ-la’ai/-le’ai,-hi’a iの如く複 

教^が現われている。

§3.4 -l ig i〜 -liyi 及び-le y i。
-ligi〜 -liyi は-la’a/-le’e, -lu’a/-lu’e の feminine singular form であり，元朝秘 

史蒙古語のみに見られる形である。 -l e y iは同じ女性形であるが「指上形」であろ



う•これは “ Lettre d’Argun an pape Nicolas I V ”の中に b iile y iとして癸寻 さ 

れるのみである。

1. (ニ 37 五） gergei inu Borte Ujin-u eke Cotan neretai buliyi
麥 ト 彼 の （即ち） ボルテクデンの 母 は チ 3 タ ン な る 名 を も っ て い た 。

2 .  (ニ 11四） Ujin eke qoyar ko’uked_u-yen cirai uqaju ugulerun
ウ デ ン 母 は  二人の 子供 连 の — 自 分 の 顔 色 を 見 て 覚 〇 云うには

baraqsad qala’un-aca minu qalad qarurun qar-<lur-iyan qara nodun hadqun
お前連は 熱 き 蚝 か ら ゎ 私 の 忽 然 と 出 づ る 時 に  手 忆 — 自 分 の 黒 い 血 塊 を  握っ *て

toreliffi……後略。
生れた

3. (L.A . 1290) LIO. Sayin ecige manu Misiq-a-in nom iinen-u tula, savin
よき 父 — わが ミシカ の 教は 真 実 の 故 に  よき

emege-yi ba silamtai kii biileyi keme[n]... 後略。
祖 母 は ま た キ リ ス ト 教 を も つ に ぞ な れ り  と

(1)の b u liy iは問題なかろうが，（2 )の to re lig iはその主語は女性ではない。併 

し，これはウデン.ヱケ（夫人なる母）の云った言葉である。それ故，女性形が用 

いられた。此の他女性形は，必ずしも主語が女性に限るというわけではなく，その 

文章に女性自身，及び女性に関係ある何かが現われている場合には用いられてい 

る。後 段 -b i の項でふれる機会があると思う。⑶ の b iileyiは此の一例のみしか発 

見出来ないが，emege-y i の-y i は主格表示の-y i であるから，女性形と見做すベ 

きである，Mostaert師は此のb iiley iに註を附している。p. 460. Biileyi. Praesens 
perfecti de bii- " Stre". La forme biileyi est une forme dialectale correspondant 

a buliige ~  biiliigei; biilege 〜 biilegei du mongol 6crit •後略」•師は bfiliige 〜 

b iiliig e i等に対応する方言形とされているが，之は女性形と見るべきである。此の 

-l e y iは秘史には見られないから貴重な一例である。

以上によって-la’ai/-le’a i 系の語尾群の検討を終えたが紙数の制限があるので， 

以後の語尾群の検討は極度に用例を限らねばならない。此の点，御寬怒ありたい。

§ 4.] -mu, -mm, -mi (present form)

此の系列の語尾群はpresent te n s eを示す最も一般的な語尾である⑴。大まかに 

言って，-m u は男性単数形，-m u iは男女性複数形，-m iは女性単数形であると規 

定し得る。女性単数形の - m iは今まで中世蒙古語の諸文献の何処にも発見し得な 

かったが，所 謂 ‘‘ライデン語彙，，に見られるqarmi “出る，，は此の-m i を持っ 

た形と私は見做している。P oppe教授は，此 の q a rm iに？を附して，他に何の言 

及もなされていないが，中世蒙古語の諸語尾群を体系的にとらえた場合，-m iを女 

性形と考えることはむしろ当然であろう。

さて，-m u は元朝秘史十二巻の中に6 0例見られ，男性単数形という観点から見 

て，例外と見做されるものは3 例あるが，その中の2 例 は 「指下形」 と解し得る 

から，純粋の例外は1 例のみである。従って，-m u を男性単数形と規定すること 

に問題はない。
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•m u iは秘史全巻中に，6 2 例を見出し得る•その中で，一見して複数形と見做し 

得るもの2 1 例，文章の前後の関係から複数形と見做し得るもの2 2 例，指上形と 

見做し得るもの1 7例，例外と見得るもの2 例である•複数形及び複数形と見做し 

得るものを合わせると4 3 例で総数の約音であるから一応-m u iは - m u の複数 

形と規定することは無理ではなかろうが，残りの 1 5例は，どの様に考えても複数 

形とは見做し得ない8 |■の例外は無視出来ない,此処に私は-m u iをすぐに複数形 

と規定し得ない理由を従来から持っていた。然るに上述の「指上形」 という概念を 

此処にも適用することに依って，此の所謂例外の1 5例を処理し得た• -mui とい 

う同一の fo r m が二つの異った職能の下に用いられていた事が，此の語尾の性格の 

決定を遅らせたものと云えるであろう•尚，上の類別（複数形2 5 例，複数相当形 

2 2 例，指上形 1 3例，例 外 2 例）は，そ の 類別規準を「複数形」 という観点から 

見たもので，之 を 「指上形」 という観点から見直せば，此の数は異ってくる。複数 

形であると同時に指上形である例が可成り存するからである。

以下に-m u 及び-m u iの用例を示す。-m u iは複数形と指上形の例を示すことに 

した。

§ 4.2 -mu (60 例）

1. (ー9 五) Dobun Mergan ya’un gu’un ci keyen asaqu’asu tere gu’un
ド プ ン メ ル ガ ン が 如 何 な る 人 か 汝 は  と 問うと その 人が

ugulerun bi Ma'aliq Baya*udai yadaju yabumu tere tfore'esun-u miqan-aca
云うには 私 t t マ ア リ ッ ク パ ヤ ク ダ イ で す ，困って います。 その 默 の  肉 を

nada og...ke’eju’ti.
私 に 下 さ い と 云 っ た •

2•(七 7 ニ） ene kele ire’ulu’ed Cinggis qahan ugulerun Uru’ud-un
こ の 言 葉 を  来させて  チンギス 可汗が 云うには オ 〇オ ド の

Jurcedai eoin ci ya’u ke’emu cimayi manglailaya ke，eba.
デ ュ ル チ ェ ダ イ 伯 父 よ お 前 は 何 と 云 う か ， お 前 を 先 鋒 と し よ う  と云った•

3■(四 39 五） Cinggis qahan dotora’an serguju ugulerun cisun (q)a(d)cu(2)
チンギス 可汗  内で〔意識が） 醱めて 云 う に は “血が  乾き

baraba unda’astimu b i Ke’eba
きった 海いている 私 は ” と云った。

(1), (2),⑶の例に於て，-m u が男性単数形である事は明かである。 ⑵ の -m u は 

単教^であると同時に指下形でもある。⑶ の tmda’asm ntiは成吉思汗が自分の行 

為について述べているのであるから，本来なら指_y 杉で-m u iが現われる処である 

が，此処では-m u が使われている。 単数という点から見れば，勿論例外ではない 

が，指上形という点から見れば例外である。

§ -mui (63 例）

1•(ニ 10— ） Begter uje’ed ugulerun....中略....namayi yekin nidun-u
ベクテルが  見て 云うには  私を どうして 目 の

sunmusun aman-u qaqasun bolqamui ta... 後略... ke’e’ea
まつ毛 ロ の  とげ と す る の か お 前 速 は  と云って



中世蒙古語の動詞箱尾の体系 45

2•(六 3 四） Jamuqa ugulerun tende Uru’ud Mangqud keyen irgen inu bui
デ ャ ム 力 が 云 う “そ CK 才 。オ ト * マ ン ゴ ッ ト * と 云 う  民が — 彼 の い る ,

tede irgen inu qadquldumui-ie.......後略.......ke’eju’ui
彼 等 民 は — 雄の よ く 戰 い ま す ぞ  .... ” 士云った

3 .  (八 11 一） bidan-i ecm-e ber bo’esu lie metu qolo ber bo’esu oyira met”
我 ★ を ， か げ k あっても向い会っている様に 遠 < に あ っ て も 近 く あ る 様 比

sedkiju yabu*asu de'ere tenggeri-de ber ihe'egdemui ta  keyen iarlia bolba.
考えて 行けば  上  天 に  も 加 護 ？れ る お 前 违 は と  勅した

4 .  (ニ 12 六） Taiyicud aqa de*u-yin qasi’un dau’usun yadan bukui~dttr haci
タ イ チ 3 ッ ド 兄 弟 の 苦 し み が  終 〇 得爭  あ る に ， 仇を

ken-e aburaqun-u ke*eju bukui-dtir ker aya keyen eyin kildumui ta  keyen
雎 に 報 い る べ き か  と云い ある に “いかで過さん’’とてかく  為 し あ う ゃ 汝 等 と 云 っ て …

5■(七10 七） edo^e noqan-u da'un  idurekui qucal qucamui.
今 犬 の  声 は （慝の）迫 る 吠 え を 吠 え て い る

以上の例は，複数形の-m u iの実例を示したものである。例 （1X2X3X4 )は主語が 

共に複数で，別に説明の要はなかろうが，（5 )の場合は説明を要する。（5 )の文の主 

語の da’un “声 ’’は複数形ではない。（併し，da’u n の a u slau tの -n を複数語尾 

と見られないこともないが。） ところが，その前にあるnoqan-u “犬の’’の noqan 
は noqai "犬 ’’の梅数形であることはすでに実証されている。 この様に，主語が 

必ずしも複数の言葉でなくても，それを限定する語が複数形であったり，或は目的 

語が複数形であったりする場合にも動詞の語尾が複数形をもつ事はよく見られる。 

丁度，女性形の語尾が，主語が女性である時に限らず，女性の話した言葉の中で用 

いられたり，女性に関する限定語が主語や目的語を修飾したりしている時にも用い 

られるのと同様である。 女性形に関する諸例は-b i の項で言及される害である。 

尚，-m u iが 「複数形と見做される」場合のことを附け加えねばならない。 例えば 

-m u iの用例中， 第一位を占めるke’egde-mui ‘‘〜といわれる’’（1〇例）は総r  

‘‘…との由’’の意で「人々によって〜といわれている，人々は〜と云う」の 意を示  

すもので，従って此の-m u iは複数を示す形であると私は考えている。このことは 

ke’egde*m u なる単数形が一例も見られないことからも十分な根摊 をもっている 

这 3 4四，五 に ke’egdemu ci ‘‘〜といわれているぞ，お前” という例がニ例ナ 

見られるが，これは或る特定の人から‘‘お前は〜だといわれているぞ，， の 音 で ， 

今，問題にしている‘‘〜とのことだ，〜との由’’という場合とは明かに異る。）次  

に指上形として用いられた-m u iの例を若干示そう。

§4., -mui (指上形の-mui)

(土 22 六） Cinggis qahan
チンギス 可汗

jarliq
勅して

bolurun.,
日く

Joci bm-je ya’u ke’emu ci kelele ke’eba Joci-yi
デ オ チ な る ぞ 何  と 云 う か 汝 は ‘‘云 へ ” と 云 え り デ ォ チ が

•中略.......ko'ud-un minu aqa
子 等 の — わ が 兄 は

dungqodqu-yin urida Ca’adai
官 上 す る の  前に チャァダイ

uguierun Joct-yi kelele ke^erun Joci-yufti tusin ugulemui
日く デ オ チ を " 云 へ ” と 云 わ る る は デ オ チ を か 信 轅 し て い わ れ る か "

2•(七 14 七) Alaqusi Digidqun Yoqunan neretu elci-yer-iyan
ア ラ ：！シ デ ギ Kコ リ が 3 コナン という 使をもっ名
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qahan-a uguleju ilerurun Naiman-u Tayang qan qor cinu abura iremui
可 汗 に 云 っ て  i f るに tt “ナイマンの タヤン は 儀 _ を 和 汝 の 取 ！）に 来 ま す

3.(八 2 1六，七，八） Cinggis qahan ugulerun anda tninu anggida ber yabuju
チ ン ギ ス 可 汗 が 云 う に ， アンダ（盟友）は ゎ わ が は な れ て 行 っ て も

bidan-dur ama du*uren keleleju amin-dur qor sedgigu-yi inu ese sonosdaba-ie,
吾 * に 対 し  ロ 一杯に 云って 命 に 害 を 考 え る こ と を — 彼 の 聞 か れ な か っ た の だ ，

surdaqu gu’tin bule’e mun ulu bolumui uku’uluye ke’esu tolge-dur
学ばるべき 人 だ C而るに）彼は（生きることを）肯んじない， 殺そう としても 封  に

ulu oromm silta*an ugei amm-dur qor ki^su ulu jokimui ktmdu mortu
は入らない， 理由 なく 命 に  害 を す れ ぼ  逋当ではない， 尊 敬 す べ き 道 を も て る

gu’un bui".
人 である

上の三例に見られる-m u iは複数形と見做すことは出来ない。之は指上形と考え 

るべき例である*先づ（1)の ugulem uiであるが，このugulemtaiは，成吉思汗の 

次子のチヤアダイが成吉思汗に向って云った言葉の中に使われている。（劣)->(僅） 

の線上の会話文に於て，話し相手の行為を述べた動詞の語尾として-m u iは使われ 

ている，これは丁度，前項の-la，a /-le，e に当るわけで，従って，此の -mili は指 

上形と見なければならない。此の例の中には，又，指下形の-m u も見えている。 

即ち，成吉思汗が長子のデォチに対し， 「お前は何と云うか（ya’u k e ’emuci)」 と 

述べている。これは（優)— (劣）線上の会話文で話し手が話し相手の行為について 

云々したものであるが，前項の-lu*a /-lu *eに当るわけで，此処では-m uが用いら 

れている。 此の様に-m u と-m u iとは単•複という職能の他に， -la，a /-ie，e 対 

-lu’a /-lu’e の関係と同様な関係，即 ち 「指上」「指下」 という職能を有っていたの 

である。（2 )の irem u iは （劣)-►(優）の線上の会話文に於て，話し手が第三者（此 

処ではタヤン汗）の行為を述べた述語動詞として用いられている•これも前項§32 

に述べた原則がによって指上形が用いられるから-muj が使われねばならない。 

⑶は成吉思汗が義兄弟（anda) のデャム力について述べている文章である。成吉思 

汗とデャム力とは対等の関係にあったという事はすでに述べた通りであり，従っ 

て，此の場合も前項§32 の原則3 の適用によって-m u iが用いらるべきである。 

此の他，指上形と見られる-m u iは 1 2例見られるが，いづれも§32 に於てたて 

た原則によって解決し得るものである。

§ 5-! -ya, -yi

-y u は P oppe教授によってdeductive p re se n tと呼ばれている語尾であるが， 

中世蒙古語では，-y u の〗他に-y i が少数ではあるが実証される• -y u は中世蒙古語 

では単数にも複数にも用いられているが，これは期待される-*y u i又は*-yai なる 

複数形が存しないためであろう。 元朝秘史蒙古語の「備由，脩由，不 由 （buiyu， 
buiyu，buyu)」が蒙古文語のb u y u に該当することはほ確実であろうが，文語の 

b u y uは bu-y u と bui-y t iを表わした可能性が十分にあるので，全部が全部文語の 

b u y u に当ると見るのは危険である。文語の b u y u も，秘史の備由，脩由，不由も
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動 莉 bu- “ to be’•に語尾-y u の接尾した形と見做し得る•秘史には備由4 1例， 

脩 由 9 例，不 由 1 例合計5 1 例が見られ，-y u を持つ語例の総数9 2 例中の中ば 

以上を占めている• - y iは秘史全十二巻の中から僅か二列しか発見できなかったが ， 

私の調査もれがあるかも知れない•以下に-y u と-y i の用例を示す，

§5., -y u (92 例〉

1•(一 45 七） nu’un ko’ud man-u nutuq qarayu okin ko’un man-«
男の 子 連 は — 吾 *の ノ ト ッ ク を 見 る こ と に な っ て い る ，女 の 子 は 和 吾 * の

ongge ujegdeyu.
容色を兔6 れることになっている

2•(五 13 ニ） tende W ang qan-ti de 丨 uner noyad ki’ed uguleldunm ene qan
そこに ワン 汗 の 弟 违 ， 官 人 連 等 は 云 い 合 っ て 云 う に は 此 の 汗

aqa bidan-u URe*u aburitu humegai helige eburidcu yabuyu.
兄 は — 吾 * の 乏 し い  性で  * 臭 あ る 肝 臓 を い だ 的 て い る の だ

3•(四 50 四） Cinggis qahan ugulerun daiyisun yabuqsan gu’un alaqsan-iyan
チ ン ギ ス 可 汗 が 云 う に は ‘‘敵として 行った 人は 殺 し た こ と を

daisurqaqsan-iyan Deye-yen ni*uju kele-ben bucaiu ayu...
敵 対 し た 己 と を  自 分 で か く し て  話 を  ひ か え て い る も の だ …

以上の三例の中，（1)の iijegdeyuの主語は okin ko’un (女の子）であるから女性 

形の-y i が用いられて然るべき個所かと考えられるが残念ながら-y u が出ている。 

q a r a y u の主語は男性複数であるから，-yU は単複の数の区別なく用いられたと云  

免よう。
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§ 5.3 -yi
1.(一 35 八） tende ho'elun ujin ugulerun tede qurban haran-i uqaba’u ci

そ こ に ホ Xル ン 夫 人 が 云 う に は  彼等 三人の 人 々 を 気 づ い た か 貴 方 は ，

cirai cirai-aca busud bui amin-tur cinu gurki ciraitan but amin ele cinu
顔 色 は （常の）顔 色 か ら 異 っ て い る  命 に 和 贵 方 の 到 る  顔つき です 命 さ え ト 貴 方 の

bo êsu oljige tudum okid qara*u tudum qatud bui amin ele cinu bo^su oki qatu
あ れ ば 車 の 前 室 ご と に 乙 女 等 黑 馬  ご と に 后 等 が い る  命 さ え — 貴 方 の あ れ ば 娘 后 を

oluyi-]e ci...
得 る も の で す 貴 方 は

2 c  7 — ） tere uge-dur eme inu ugulerun eme gu’un noqai ni’urtai
その 言 葉 に  奏が和彼の 云うには 女の人は 犬の 顔をもつ

ke’egdeyレ je bi„.
とv>われる 私は

此のニ 例が-y i の用いられた例 で ある。（2 ) の ke’egde-yi “〜といわれるものだ” 

の主語はeme gu’un " 女の人”であるから問題はないが，（1 ) の o lu - y iの 主語は 

ci “汝”でホヱルン夫人の夫たるべきチレドを指している。此は先に述べた様にホ 

ェルン夫人の述べた言葉の中に用いられているので，女性形が使用されたものと解 

すべき例である。此の-y i は中世蒙古語の内容の豊かな文献がかりに将来発見され 

る様なことがあれば，更に多くの用例を吾々は持ち得るであろう。

§6-! -u, -uyi, -ai, -i
元朝秘史蒙古語には， ayisu, ayisai, a y i s iなる形が見られ，又， bolu，boluyi,
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b〇l i なる形も見られる•此等の形から-u, -ai, -Uyi, - i なる語尾を墦納し得るが， 

他の中世蒙古語の諸文献では，此等の形は殆ど見られず，僅かにパスパ字蒙古諝資 

料の中に， b o lu y iに当るbolu6 という形が見られるのみである•文語にはayisui 

が見られ，この語は現在の若干の蒙古語の方言間に残っているが，余り使われない 

様であるe

さて，秘史蒙古語に於ける上記の諸形の用例をよく調査して見ると，此等の語尾 

群はそれぞれ雑然と独立しているものではなく，一系列をなす語尾群であることが 

明かになった•その結果は，-u が男性単数，-a i が男性複数兼指下形，-i が女性単 

数という事であるが，-u y iは三例のみしか発見出来ず，はっきりした事を云えない 

が，恐らく男.女複数形兼指上形であろうと思う。

ayis~u 15 例，ayis-ai 8 例，ayis>i 7 例，bol-u 3 例，bol-uyi 3 例，bol-i 3 例，

ayu’ul-u 1 例，dobt« l-a i 1 例，以上が此の語尾群の秘史十二巻に於ける緩例であ 

る• B_5I_ BjianHMHpuoB教授や N. P oppe教授は此等の形を形動詞としているが， 

秘史蒙古語に関する限りattributiveに使われている例は一例も見られないし，又， 

その他の文献に於てもa ttrib u tiv eに使われた例を私は未た*見てないので，此の形 

は形動詞よりも終止形の語尾と見做した方がよいと私は思う。此の語尾の表わす奋  

義素については，従来研究がなされておらず，た ir presentの語尾とされているが， 

単 に p resen tの語尾でなく，「ある動作が現に行われつ、あり，その動作が未来に 

於ても引続き行われる」 という意義素を表わすものと私は思う。

尚， b o lu y iに関しては， bol-u y iではなく， § 5で述べた-y i が接尾された形 

(bolu-yi) ではないかということが考えられるが，b o ltiy iの三例を考察する：！■女性 

形の-y i とは考えられないし，又，パスパ文字蒙古語の中にb〇lu6(bol-u6)が見ら 

れるから，b ol-u yiと考えるべきと思う。此の語がb o lu iでなく b o lu yiで表われて 

いるのは，蒙古語の-l u iを表わす漢字が殆どなく，秘史では「雷」一字のみしか用 

いられていないという事実(1)と関係があろう •「孛 雷 bolui」でなく， 「孛魯瓦 

boluyi」で書かれているのは，「雷」が意味的に余りふさわしくない文字だからだと 

思う。兀朝秘史の音訳漢字の用法は，単に音声面からのみではなく，その語の表ゎ 

す意味と漢字との関係を十分に考慮に入れなければならない事はすでに指摘されて 

いる処である。では各語尾の用例を示そう。

§6.2 -u

1 .  (六 11十） udur gegeyen Dolqaju uje’esu qoyinaca nikan e u ，un avisu
日 が 明 る く な り て 見 れ ぱ 後 よ り - 人 の よ r n

gurcu ire’esu Bo’orcu aju’u
到 9 来 れ ぼ ボ オ ル チ ユ 4 りき

2 .  (七 4<5 ニ） Dayir Usun ugulerun ene oki-yan Cinggis qahan-a uie，ulsu
ダ イ ル 才 ソ ン  日く こ の 娘 を （自分の）チンギス 可 汗 に

ke’yen ayisu bi ke’eju’m.
i  や つ て 来 て る 私 は と 云 っ た
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3‘（主 34 九〉 Orusiid irgcn-i qaqca’ar oro’ulugsan metu sedkiju omoq dura
才 〇ス オ ド の 民 を た / — 人 て  下した 如く 考え お ご れ る 心 を

bariju aqa Rufun-<lur dayistirqan ayisu ci
持 し て 兄 者 人 に  逆き 来 る 汝 は

以上の三例はa y isu 1 5例中の3 例である。ayisuの主語は共に単数の実訶であり， 

⑶の例は，単数形であると共に指下形である•（此はオゴタイ汗がグュクの行為を 

怒って叱賨した言葉である）•他 の 1 3例も例外はない。

4.(六 21六） qan edge-de minu ugule keyen ugulerun... 中略..• .ayu’ulqu
汗 な る 父 に — 吾が  云え と 云うには “恐れしむる

bo’esu ma，un ko*ud-iyan mafun berined-iyan nuir qanqan yekin ulu ayu*ulu
な ら ば 悪 し き 子 等 を （自分の） * し き 嫁 等 を （自分の） 飽眠せしめ い か で 恐 れ し め ざ る

ci
汝a ”

5•(土 32 ニ） ene uge»dur Cinggis qahan jarliq bolurun Ogodai eyimun uges
此 の 言 に チ ン ギ ス  可汗 勅して日く “オ ゴ ダ イ が か >■る 言を

ugulegu bo'esu bola-je ke'eba
言う な ら ば よ か ろ う ぞ ” と云った

6 . 这  3 三〉 Cinggis qahan tigulerun Tangud irgen bidan-i juruge yadaju
チンギス 可汗  が 云 う に は " タ ン グ ッ ド の 民 は  吾 等 を  心 臆して

qariba ke'ekun Dida elcin maqa ileju elcin-i mun ene Co'orqad-ta sobilaju
掃 れ D i 云 わ ん ， 吾 等 は 使 者  でも 遣 わ し 使 者 を ま さ に 此 の チ 3 オ ル 力 y ド に て 見 守 ！），

uge anu uqaju lcu'asu bolu-je ke'eiu...
言を — 彼 等 の 知 り て 退 か ば よ か ら ん ぞ と 云 っ て

(4)の ulu ayu’ulu c i は成吉思汗が王罕に向って云った言葉の中に使われている。 

成吉思汗は最初は王竿に臣事したが，後，王罕から成吉思汗に敵対したため，最後 

は，成吉思汗によって滅されるが，上の言葉は，その過程に於て，成吉思汗が王罕 

及び息子の桑昆の非行をなじった言である。それ故，指上形の-u y iでなく，指下 

形 の -u (ayu’ulu-u) が用いられていると解し得る。（5 )は成吉思汗が第三子オゴタ 

イ （後の才ゴタイ汗大宗）に向って，相手の行為について述べた言葉であるから， 

bol-u の如く単数兼指下形が用いられている。（6 )は成吉思汗が「吾々」の行為を述 

ベているのた•から，bolu-jeは boltayi-jeとあって欲しい処である。此は例外と見做 

さねばなるまい*

§6., -u yi, -ai

1. (四 19 七） edo’e basa daiyisun-dtn: siqan daiyisun mud boluyi ke’e’ed
“今 又  敵 に  近づき 敵と 彼 等 は な ら ん か と 云 い て

Cinggis qahan jurkin-dur morilaba.
チンギス 可汗 デュルキン ft 出 馬 せ D

2 .  (八 8 — ,ニ） qajar-un qola-yi sedkiju cerig-un ula’a turu’ai udu’ui-a
の 遠 き を  思いて 軍 馬 いまだやせざるに

qayiraladqun gunesu-ben bara’ai udu’m-a quciJadqun aqta turun bara'asu
いつくしめ， 汝等 ai食 の  いまだ終らざるに  節供せよ，汝 等 ■ 馬  やせ 終 & ば

qayirala^asu ulu boluyi gunesun baran bara*asu quca*asu ulu boluyi
い つ く し む と も あ た わ ざ & ん 粗食  尽 #  終 ら ば 節 供 す る と も あ た わ ざ ら ん
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⑴は成吉思汗が不具載天の敵タタ一ル部に出征する際，“一嫌にタタ一ルに出征 

しよう” とデュルキン部（成吉思、汗のボルデギン部とは親族関係にある有力な部 

族）に共聞を求めたが6 日間待ってもデュルキンは来なかった。そこで成吉思汗は 

先づジュルキンに出陣L た。（1)はその時,成吉思汗がデュルキンに向って云った言 

菜である• b o lu yiの主語はmud “彼等” であるから，-u y iは -u の複数形であ 

ろうという見当はつく。同時に，指上形であることも明かである。

(2)は臣下の速不台をして，メルキット部の残党（トクトアぺキの三人の子）を追 

討せしむる際に，成吉思汗が速不台に勅した所謂「鉄車の勅」の中に見られる言葉 

である•此処に見られるulu b o lu yiの-u y iも複数の主語の述語動詞の語尾として 

用いられている。 それは，ulu b o lu yiの前の述語動詞に， qayiraladqun “爱 せよ 

(汝等)”， quci’adqun “節約せよ” の様 に ~dqunが用いられている事から知られ 

る。 ~dqun/~dkunは秘史蒙古語では「二人称の複数に対する命令形」の語尾であ 

る。従って，b o lu y iの主語は，此処には明示されていないが，複数二人称“ ta，，で 

ある事が知られる。-u y iの接尾された形は，以上の三例のみしか見られないが，此 

の三例からでも， 「 - u y iは - u の複数形及び指上形」であると結論し得る。

3. H ) eke-yu^en qorcin torolun guigu unuqad metu yekin teyin to^oriqan
“母の（自分の）周りをとりまき走る 駒逢の如くいかんぞかく 麵〇て

ayisai tede kefen asaqcu'u
来る彼等は” と 問え0

4.  (七  M 八 ） Cinggis qahan-u qara^ul ujeju Naiman gurcu ayisai keyen kelen
チンギス 可汗の斥候が 見て"ナイマン到り来っつあり’，と言葉を

gurge’esu."
达>£>と…

5■(四 4 一） jamuqa teri'uten Jadaran harban qurban qarin nokoceiu qurban
“デヤム力を首とせるデャダランは 十 三 部 を  伴い， ゴルパ

Turned bolju A la ^ ^ d  Turqa'ud-iyar dabaju Cinggis qahan-tur morilaju avisai
トウメッドとなりてアラ才オト*トウルカオドの山を越えてチンギス 可汗へ 出陣し来つvあ〇•，

ke’en
と…

6.  (七 34 四） ginji-ben multuldeju edo’e ese’u buqsaju aasad bayascu teyin
"鉄鎖を〔自分の〕ほどかれて 今 つながれてあらざることを 喜び かく

silemelian ayisai tede ke'eju'ui
涎をたらし来りっi•あ〇”彼等は と云えり

7.  (之15 四） ede qurban-i ayisai keyen qada esergu uqtun…
“これ等三人が来つつあり” と 力ダは逆K 迎えて…

8.  (六 4 五） minqan turqa’ud-un gejige bida yeke qol dobtulai-je ke’eju’ui.
一千の 護衛隊の後援に吾々 大中軍が #!わん と云えり

- a iの接尾された形はa y isa iが 8 例，dobtulaiが 1 例，合わせて9 例である 

が，その中の6 例を此処に示した。一見して，- a iは複数形の語尾であることが判 

明する。⑷ と ⑶ の a y is a iに対する主語はNaiman (部族名）とJamuqa teri，uten 
Jadamn ‘‘デャム力を首とするデャダラン” （部族名）であるが，秘史蒙古語では， 

N a im a nとかM e rk idとかTaicu’u d とか J a d a ra nとかいう部族名は，文法的に
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は複数扱いを受けている•これは当然のこ_とで,N aim anは " 8 ” の意だし,Merkid 
の"d は複数語尾，Taicu’u d の - ’u d も複数語尾であるからである，jadaranの -n 
も恐らく複数語尾であろう•意味的に見ても部族は一つの集団だから複数扱いを受 

けるのは当然であろう。

その他の（3X6X7X8 )に関しては説明を要しない程，複数形なる事は明かである• 

N_ Poppe教授は「a y isa iが a y isu〜 a y isu iの plural fo r m であるか否かは決定 

困難である(1>J と述べられているが，以上の例から-u の （a y isu iなる形は秘史に 

は一例も存しない）複数形と見做して差支えないと私は信ずる0 それより問題と思 

われるのは-u y i と-a i の関係である。-u y iも上述の如く複数形兼指上形であるか 

ら，同様に樣数形である~a i との関係が考えられねばならない•私は-ai は複数指 

下形であると考える。-a i の用例を考察するとその感が深い。（詳しく説く紙数がな 

いので省略に従う。）

§ 6.4 _i

1 .  (— 45 ニ） Qo’aqcin emegen ugulerun bi Temujin-ta-’ai bui yeke ger-tur
コアクチン 老婆が 云 う に は 私 は テ ム デ ン 家 の も の で す  大 家 に

qonin Kirqara irelu*e ger-tur-iyan qariju ayisi ke'ebi
羊を 剃りに 来た 家 忙 （自分の） 帰 り 来 る こ と で す と 云 っ た

2, (It： 25 ニ ，五） jurugen-€ce toregsen eke-yuyen cimadqa^su cinar inu
" 心 臟 か ら  生れたる 母 を （自分の） 責めしめば  心 情 は 如 彼 女 の

jekircu jalira’ulu’asu ulu boli ke’eli-dece toregsen eke-yuyen gemuni'ult^esu
冷 え て 見 ま し fcん 士 す れ ど 能 は ざ ら ん  肚 より 生 れ た る 母 を （自分の） 怨まさしめば

genu'er inu gesge^esu ulu boli.
心 労 を — 彼 女 溶 か さ し め ん と す れ ど 能 わ ざ ら ん "

3•(三 14 三） Toqto’a beki-i kebte’ed bo’etele gurgu-yi kilqo muren~e bukun
トクトア べ キ が 酞 し て  いる間に 到 ら ん と す る を キ ル コ  江 に い た

jiqacin buluqacin gore'ulucin talbiqsad dayin aisi ke*en suni dulin kelen
魚取り遂 貂 a 取り達 撕師連等 放たれたる  敵 来 り っ 、あ り と  夜を徹して 言を

gurgen odcu’ui
伝えに 行けり

*.(：!： 28 十） ama’ar alaqsan aci’asu ulu boli uge’er uku，ulugsen ubci’esu
ロで 殺 し た 者 は 駄 す こ と 出 来 な い 言 葉 で 死 な し め た る 者 は 剝 ぎ と る こ

ulu boll
とも出来ない

-i の接尾された形はayisi 7 例 ， boli 4 例 の 1 1例である。 此処には， ayisi 2 

例，b o l iは全部の4 例を示した。⑴ の ayisuiの主語bi “私”は qo’a q c inとい 

う “老婆”である。（2 )の ulu b o l iの主語はcinar inu "彼女の心情”，genu’er 
inti “彼女の心労”である。従って此の三例から-i は女性形の語尾であろうとの 

見当がつく •併 し （3 )の ayis~i の主語はdayin “敵 ，’である。此の他のayis-i の 

五つの例を見ると，総て成吉思汗に反対するいわば“敵”が ayis_iの主語になっ 

ている。"敵 ”に対して女性形が用いられているのは—— 特に kitad “支那，，の軍 

に対して---誠に興味ある事実である。成吉思汗の率いる勇敢なモンゴル部にとっ
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て "敵 ” は ‘‘弱きもの”であったし，，特に異民族の支那の軍勢は‘‘弱きもの” 

であったのであろう•それ故，"敝 ’•に対して，女性形 -i が用いられたのであろ 

う•尚，d a y inなる語は，従来言及されていないが，dayisunの p lu ra lfo rm であ 

る•複数語尾-n は -i に終る二重母音に終る語幹にだけ接尾するのではなく， "sun 

に終る実詞にも接尾される。その際には"S u nを取去って-n を接尾する•それ故， 

dayisun~»d a y i n となる，此の他にもq〇bcasun-*q o b c a nなる形が秘史蒙に於  

て実証される• （4 )の ulu b o l iの - i は，此の文,全体の意味が，私にはよくわか 

らないので，はっきりしない。此の文を私は随分以前から考えているが，残念なこ 

とに，未だどういうことを云ってるのか，その内容をつかめない•今後とも調べて 

見たぃ.

以上，-ti，-uyi,-ai, - i の用例を示し，その各々を説明したが，此の系列の語尾の 

一特徴は，会話文の述語動詞の語尾として現われる事である。という事は，此の系 

列の語尾は口語的表現に於て用いられた語尾であるという事である。それ故，他の 

中世蒙古語の諸資料にはbolu6 以外には発見出来ないのではないかと思う。

§7. -d

中世蒙古語に於て，-d が indicativeの present fo r m として，用いられているの 

は顕著な事実である。秘史蒙古語からは2 2例を発見し得るし，パスパ字蒙古語資 

料中からも発見出来る。 此 の - d は元来はconverbum m odaliaの - n の plural 

f o r m とされているが(1)，-n は又，もとはverbal nom inaの functionを持ってい 

たとされているから，- d も verbal nom inaの functionを持っていたことになる。 

併し，私は未だ-n が形動詞として便用されている実例にお目にか、った事はない 

し，勿 論 ■<!のか、る用法も知らない。~dが converbum m odaliaの - n の複数形 

として使われた用例を秘史蒙古語の中で見出した。此の例は後に示すが，従来，モ 

ンゴリストによって指摘されていないものである。

中世蒙古語では，此の ^!は後置詞-j e を伴って，現在時の終止形として用いら 

れた例が圧倒的に多い。此の語尾の意義素もまだ明かにされていないが，今までに 

述べた現在時の範疇に属する語尾とは異っている。此の語尾の意義素は，「複数の人 

間がある動作を，現在，又は未来に於て確実に行うことを強調的に表現する」 と仮 

定し得る。

以下に■<!の接尾された形の若干を示そう。

*.(主 2 ノ、） bida icuju qahan-u mara'a seri'udu'esu basa jici morilad-je
吾 等 は 退 3 て 可 汗 の  肌が さ!b s ば 再 び 更 に  出征せん

bida ke’esu …
吾 等 は * i 云って

ム （五 17 七） Cinggis qahan jasao uguleldurun dayisun gゲu daru’asu
チンギス 可 汗 は 軍 規 を 云 ひ 合 い て 日 く  敵 人を 圧せど
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olja< lur bu  bayiya d a ru n  b a ra 'a su  te re  o lja  bidan-uノai bui-je aubiyaldud-ie
W* のtern立 ち 止 る な か れ l ib  終えなば  そ の 財 f tは 吾 事 の も の な Q 1 ■け合うなるぞ

bida
音等は

3 .  (—  13 四，六，七） deleme yekin uguled ta teu’u-ber uqa’asu temdeg inu
み だ り に 何 と  云 う ぞ 汝等 そ れ に て  思わぱ  し る し そ の

tenggin-yin ko'u buyu-je qara teri*utu gu'un-tur qanilqan vekin uguled ta
天 の 子 な る ぞ 黑 き 頭 を も て る  人 に  比して 何と 云 う ぞ 汝 等

qamuq-un qad bolu'asu qaracus tende uqad-ie ke^eba
資 S 汗と ならば 平民等は そこ K 覚 る ぞ と 云 え 0

4 .  (七 9 九） tende Kogse’usaraq uguleju’u ukugsen qan gu’un-u teri，un inu
そ こ に 3 クセウサラッグが 云えり 死せる 汗 な る 人 の  頭 を 如 彼 の

ta gu hoqtolju abcirad noko'ete ta gu kemgerid ya，un jokikui
汝等 は  き 0 持 ち来0て その次K 汝 等 は 打 ち 砕 き て  何ぞ よかるべき

⑴⑵⑶は終止形の複数語尾として使われた•<!の例である。（4 )は副動詞の4  

として用いられたもので，矢張り主語は ta “汝等”で複数形が現われている。上 

述の如く，*d は一般に-n の plural f o r m とされているが，終j t 形に使用されて 

いる*d と ⑷ の 4 とは果して同じ語尾かどうか疑問があると私は思う。以上で 

現在時の語尾の説明は終った。

§ 8.現在，吾々の見られる元朝秘史の流布本では，一 例えば，四部叢刊本葉徳

輝本---蒙古文語の過去時を表わす語尾-ba/-be, -bai/-b e iのニ語尾は，総て「蒲j

—— 極く少数ではあるが，「巴」「八」—— で表記されている•従って，現在の流布本 

に従えば，一応，文語の-bai/-b e iに相当する形は元朝秘史蒙古語には見られない 

と云ってもよいかも知れぬ。併し，此処に注目すべきことは，元朝秘史の巻三以後 

には—— 巻一，巻ニには，以下に述べる「原作」の註記が僅か一例（巻ニに於て） 

しか見られない—— 各所に，例えば，「亦舌列罷|別」，「客 額 罷 ^」の如き註記が見 

られることである。これは，この註記の附されている「亦舌列罷」はもとは「亦舌列 

別」，「客額罷」はもとは「客額伯」 と書かれていた事を物語る。従って，現在の流 

布本より以前の未た•吾々には知られていない異本には「亦舌列別」「客額伯」の形で 

見えていた事は確かである。私は，此の註記は当然研究の対象としなければならな 

いと考えていた所，第 4 2 回日本言語学大会に於て私が「中世蒙古語の動詞語尾の 

体系」 という研究発表をした三日後，服部四郎先生から私信を以て「伯，S!!」を調 

ベて見たら如何という御教示をいただいたので，先生のその御教示に力を得て，上 

の二種の註記の附された語の総てを調べ始めた。

先づ， r f 气 I の 註記は殆ど例外なく所謂女性語 に 附され，又，「別」は服部先生の 

第一種転写⑴でpis’1% 第三種転写でb eであるから，-b a の母音調和による交替形 

& を表わした事は間違いない。

次に，「器气1であるが，「伯」は服部先生の第一種転写でpai’2,第三種転写でbai 

であるから，蒙古語音の-b a i及びそれに近い音を表わしたものである。それ故，
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蒙古文語の-bai/-beiの -b a i に当る形と考えられる•然るに，元朝秘史蒙古路に 

は，-b a iの母音調和による交替形-b e iに当る形—— もし出てくるとすれば「北」 

の字で表記されるであろうが—— は見られない•この事は，併し，大した問題では 

ない•例えば蒙古文語の-tai/-tei (共同格及び所有，所属を示す実詞形成語尾）は， 

現在のハルハ方言チヤハル方言等では男性語幹に接尾すると女性語幹に接尾すると 

を問わず，一様に-tg, t e a に近く発音され，又，manai (吾々の)，tanai (貴方の） 

等は普通manも manra, tang, ta n e aの様に発音される。従って，中世蒙古語に协  

ても，-b a i/-b e iは bg，b e a の様に発音されていた可能性は十分にある•それ故， 

例えば「伯/北」の如き書き分けをせず，一律に「伯」で -b a i/ -b e iを表記したも 

のと考えられる•以上の如く，「器伯」の註記のあるものは，文語の-b a i/-b e iに相 

当する語尾を持っていたと考え，「| 81」のものは，-b e を示したものと考えれば， 

元朝秘史蒙古語に於ても，文語の-ba/-be, -b a i/-b e iに相当する-ba/-be,-bai/-bei 

が存したと考えられる。従って，元朝秘史蒙古語を資料としての-ba/-be, -bai/-bei 
のニ語尾の研究は十分可能であるといえる。

さて，元朝秘史全十二巻の中，三卷以後—— 巻一，巻ニは，罷のみが使用され， 

何の註記も施されてないので—— を調べると，罷 -b aの接尾された例342例，「累別」 

の註記のあるもの179例一一これは若干の調査もれがあるかも知れない—— ， 

「か 」の註記のあるもの282例，合 計 803例の多きに達する。此の数は，成吉思 

汗の編年的な年代記という此の文献の性格を考え，又-ba/-be, -bai/-beiが蒙古語 

に於ける最も一般的な過去時の語尾であることをあわせ考えれば，決して怪しむに 

足りない•此等多数の用例を検討した結果，此の両語尾に於ても，原則的に，単数 

と複数という対立が厳然と守られている事が判明し，同時に，-ba/-beが指下，-bai 
が指上という職能をもあわせ有することが明かになった•即ちr| 伯」の註記のある 

ものは，その殆どが，複数形であるか指上形であるかによって十分解決せられるこ 

とになった。以下に実例を以て説こう。

§8.! -ba/-be

1•(ニ 7 八，九，十2,8 — 2) Jamuqa basa ugulerun Temujin anda To^rinl
ヂヤム力が 又 云うには テムデン 義兄弟 卜オリル

aqa qoyar-a ugule keyen ugulerun bi burun qara'atu tuk-iyan sacuba bi
汗 な る 兄  二 人 に 云 へ  と 云 う に ， 我 こ そ は 速 見 の き く  旗 を 祭 り た ！）我は，

Qara buqa-yin arasuniyar burigsen burkiren bukui dau'utu ko^ rge-ben
黑 s  牡 牛 の  皮もて は 〇たる 響き ある 声もっ 太 鼓 を

deledba bi qara qurdun-iyan unuba bi qatangqu de*el-iyan emusba bi
打 ち た り 我 は ， 黒き 早馬 に 乘 り た り 我 は ，_ の 如 く #き  衣 を つ け た ！） 我は，

2?ザ 8 邱とban bariba b i qadqurasutu sumun-iyan onolaba bi Oa'ad
_ の 如 く 硬 專 槍 を  と り た 我 は ， よ く さ Vる 矢 じ Dあ る 矢  を 番 ぇ た 0 我 は 力 ア ド

Merkid-tur qadquldun morilaya bo êd keyen....
メルキッドに 戦いに 出馬せん 直 ち に と 云 っ て

ム （六 34 九，；35 —•） basa Cinggis qahan Jamuqa anda-da ugule keyen ugulenm
又 チ ン ギ ス 可 汗 は デ ヤ ム カ 我 兄 弟 に  云え と 云うには
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qan ecige-dece minu ujem yadaju qaqaca'ulba ci urida bosuqsan bidan-u qan
汗なる 父 よ が  見 无 ， して 麵 せ し め た 0 汝 tt• 先 K 起 * た る 者 は 和 吾 * の 汗 な る

eciKe-yin koko cung uuqu Duie'e nada unda boscu uqdarun nayidaba-ie ci...
父 の  S に て 飲 む な 0 S , 我に 先に 起き 飲まれて Wみたり 汝は

3•(四 37 三，四） Wang qan Ergune hurtTu Jamuqa-yi nekeba Cinggis qahan
ワン 汗 Xルグ丰河を下ってデヤム力* 追った チンギス 可汗は

Onan jug Taiyici’ud-un A ’ucu iJa’atur-i nekeba
オ ノ ン 沔 の 方 へ タ イ チ 3 ゴ ッ ト の ア ウ チ ュ  パートルを 追った

4 . (六 12 九） Bo’orcu ugulerun.......中略....... aci’a mu hoqtolju yinggircaq-tur
ボ オ ル チ ュ が 云 う に は  駄 荷 を — その 切って 単鞋 に

inu unuju qarcu bidan-u qaqacaqu qarusan mor modkin yabuju ohu edui
和その騎 っ て  出て 吾 *  の 蠔れ 出た 醮を っけて 行 っ て 見 っ け て や っ と

ireba(be) bi kefeba(be)
来た 私は i 云 っ た •

5•(六 26 七） Ui^ud-tin Tangud-un qajar-iyar yadanju ayisurun tabua ima^ad
ウ イ ウ ド の タ ン ダ ッ ト の  土 地 を  困って 来る時， 五匹の 山羊を

sirgoleju sa*aju ideju teme^n-u cisun qanaju ideju qaqca soqor qalifun
かこんでと〇乳 を し ぼ っ て 食 べ  路 k の 血を 写 血 し て 食 べ  _ 一 つ の 盲 の 黑 と 黄 色 の

montu ireba(beVie ci
馬 を も っ て や っ て 来 た ©だ 貴 方 は

以上の例は三百数例の中のほんの僅かに過ぎないが， -baZ-b e は （1)の sacuba 

bi， deledba bi，⑵ の  nayidaba ci，⑷ の  ireba(be) bi，（5)の ireba(be)-je ci の如 

く，単数代名詞と共に用いられ，⑶ も nekebaの主語はWang q a nであり，成吉 

思汗である。-ba/-b eが男性単数形であることは確実である。尚，（4X5)の ireba(be) 

の （be) はほ別」の註記の別を示したものである。（1)の deledba, emusba, ⑷ の  

nekeba等もの註記があって然るべきであるが欠けている。此の様に「|別」 

の註記には時々補って然るべき個所がある。-ba/-b e が男性単数形であることに関 

しては先づ例外がないが， （3 )の二番目のn ek eb aは成吉思汗が主語なので，単数 

ではあるが普通，指上形の-b a iが用いられる方が多い。即 ち r f fc」の註記が附さ 

れたものの中で，複数形と認められないものは，後に例を示す如く， 「成吉思汗は 

……した」という時に使われている場合が非常に多い。では次に-bai/-b e iに移る。

§ 8.2 -bai

1 .  (九 1 四） ede Qubilai Jelme Jebe Subegetai ta dorben noqas-iyan
此等 コ ビ ラ イ デ ：!:ルメ デべ スべゲタイ 汝等  四 犬  を

sedkigsen-dur jori’ulju ile’esu gur ke’egsen-dur guru kamkelun qal ke’egsen-

思 い し 処 に  向けて やれば， 到れ と 云 え る 処 に 小 石 を  砕き 攻 擎 せ よ と 云 え る

dur qada qaqalun ceugen cila^ n-i ceu^lun ce'el usun-i nitulun abai je ta
» に 岩 を  破り 青白い 石 を  砕 き 尽 き せ ぬ 水 を 断 ち て あ り き ぞ 汝 等

2. (ノ、' 1 7  ニ ) Mangq〇X-un olonkin Jamuqa-lu(a Altan -lu ’a bidan-dur bui
モ ン ゴ ル の  大半は チ ヤ ム カ と 共 に ア ル タ ン と 共 に 吾 等 の 処 に  あり

Temujin- lu*e daiyijiju qaruqsan Mangqol qa*a odqun tede morin unu*atan
テムジンと共に そむき 出でたる モンゴル 何 処 へ 行 か ん  彼等 馬の 乘物をもち

modun nemureten bolba(b a i) tede
不の 蔌い物をもつに 到れり 彼等は



3. d  7 三） a’urastm ed bidan-u ceri’ud <la’aqui-aca aciju kibu’ud-iyar
調 度 品 財 * を * 等 の  兵士等  出来るだけ 積みて 熟絹  で

aci'a-ban tataju yabuba(bai)
两 物 奢 し ぱ 〇て 行 け り

4 .  (四  20 七） Saca Taicu qoyar ugulerun ugulegsen uge~dur-iyan ba ese
サ チ ャ タ イ チ ユ 二 人 が  云うには 云える 言 集 に （自分の）吾等は

gurba(b u ) uges-dur man-u gurgc ke ê'ed...
到 6 ざ 言 駕 に 《♦-吾 等 の 到 e»せ よ 士 s いて

5 • ( 四  4 九） Jamuqa ugulerun Onon-u Jerene~de qorqaba (bai) bida ke’eju …
f ヤムカ 日く オノンWの デ エ レ キ に 进 げ 込 ま せ た 0 吾 等 は と 云 い て …

以上示した5 例はいづれもplural f o r m と見做される-b a iである。 （bai) は 

「% w」を示したものである。⑴ の a b a iは 「阿伯」 と見え，「伯」が本文中に使わ 

れている唯一の例である。此等の諸例は説明を要する必要のない程，複数形なる事 

を明示した例である。「|伯」の 282例の中，文中に此の諸例の如く複数実詞が見ら 

れ，明かに複数形を示す例は大体|の 8 0 数例，その他，複数形と十分解釈し得 

るもの8 0 例前後，残りの約！■が指上形と見做すべき用例である。此の様に全体 

の|強は複数形語尾と認め得るから， 原則的には -b a i は - ba/-b e の plural 

fo r m であるという事は云い得るが，"I■弱のものは複数形とは認められないので， 

私は今まで困っていた。併し，上述の如く，此処にも指上形という概念を適用する 

ことによって，その殆ど総ては解決し得た。

以下に指上形の-b a iの用例を示そう。

6 .  (五上六 ) ulus irgen-i anu godolgeju ireju Ciiiffgis qahan Qubaqav-a
国， 民 を 彼 等 の 動 か し て  来て チンギス 可汗は 3 パ カ イ K

ubuljeba(bai)
越冬した

7. (It 2 -fc) Cabciyal qa'alqa Jebe abcu daba'ad buliju dabaju Cin^gis
居庸  関を デ ヱ ベ は 取 っ て  嶺々を 奪ひて 越えて チンギス

qahan Sira Degtur ba'uba(bai)
可汗は シ ラ デ ク ト ウ ル に 駐 営 し た •

8 .  (四 19 八 ） C inggis qahan Jurkin~dur morilabafbai)
チンギス 可汗は ヂユルキンに 出馬した。

9•(四 24 十） Ho’elun eke ko’ud-teyen udur ujegu-yin nidun soni sonosqu-yin
ホ ェ ル ン 母 は 子 供 遂 に 対 し 昼 間 は 見 る 所 の  目 夜は 聞 く 所 の

cikin Ken-e bolqaqu-joi keyen ger dotora teji*eba (bai)
耳と 誰 に  成 ら せ ん か と 云 い て 家  中に 養えり

10. (土 z0 九 ） tende Yesui qatun Cinggis qa'an-a duradqan ocirun qahan
そ こ に イ x スイ 后 チンギス 可 汗 に  提首して 奏するに 可汗は

ondur daba^a dabaa orgen mured ketulun urtu ca^ur ca^uran olon ulus-iyan
高き 峠を 越え 広笤  江を 渡り 長き 征旅  を行い 多くの 国 か

jibsi'erun sedkiba (bai)
治 め ん と お 思 い 給 え 〇

例 （6X7X8 ) の様に ， ‘ ‘ Cinggis qahan”が主語となっている文の述語動詞は-ba/ 
- b e で な く 伯」の註記が附されている事が非常に多い。此の -b a iは複数形では 

なく，指上形と見なければならぬ。例 （9)は ‘‘Ho’elun eke”が主語の場合である
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が，此の teji’eb a iの-b a iも " Ho’elun eke” に対する指上形である。更に例（10) 

の sedkibaiは Y e su iq a tu nが成吉思汗に奏上した言葉の中に見られる。劣— 僅の 

会話文中に於ける相手の行為を述べた述語動詞の語尾として用いられてぃ る の でぁ 

るから，当然指上形である。 以上十例を挙げて-b a iについて説いたが，此の語尾 

も，疖 上形という概念の適用を以て十分の理解が奇らされる事を明かにし得たと思
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§8.,  -bi

- b iが -b a / -b eの feminine f o r m であることはすでに私は明かにした。此の 

は元朝秘史蒙古語に於ては2 9 例を発見し得るが， 他の中世蒙古語諸文献では 

見当らず，僅かにパスパ字蒙古語資料の中に一例〇〇発見されるに過ぎない。私は数 

年前に此の-b iについては小論を発表したので，此処では簡単に記述する に と め  

たい。

3S) teyin atala Dobun Mergan ugai bolba Dobun Mergen-i ugai
か く す る 内 i t ド ボ ン メ ル ゲ ン が な く な っ た  ドボン メ ル 导 ン が な 6 く

boluq^ n-u qoyina Alan qo*a ere ugai^ui bofed qurban ko^ud tore^unlbi.
な っ た の 後  ア ラ ン コ ア は 夫 が な く あ っ て ' 1 三 人 の 子 等 を 生 ん だ

2•(一 23 ハ） tere du ĵda ke’elitai eme Boduncar-tur ireju ko，ulebi
その 推 娠 し た  女 は ボ ド ン チ ャ ル の 処 に 来 て 子 を 生 ん だ

(S 2 3 - p) Yesugan qadun egeci-yan uje'ed urida ugulegsen uge-dur
イエスガン 妃 は 姉 を （自分の） 見て 以 前 に 云 っ た  言 纪

Si ，UqSa2 Sl ，U,rinI dû l ya? sa，ulju mun 0，esun doro sa-ubi.従 い Uち上 り 坐 つ て い た 座 に （自分の）（姉 を ） 坐 ら せ 彼 女 自 身 は 下 に 坐 っ た

4 • ( 五  2 5 — ） Y esu l qadun yekede seu^relbi
イエスイ 妃は 大きく 溜息をついた

5. (-t: 10 A ) Qadun-u bidan-u Gurbesu-yin jasaa qurca bolbi.
妃 の 和 吾 等 の  グ ル ベ ス の 法 規 は 嫌 く な っ た

以 上 （1)— (4)までの-b i は何の説明を要しない程， 明かな女性形であるが，⑶ 

の b o lb iは若干説明が要る。 bolbi “なった”の 主 語 は “法律” であって， 

"女性”ではない。併し，その前に“吾等の妃グルベ ス の ，，という限定句がある。 

此処に女性形-b iが用いられた理由がある。此の様に中世蒙古語に於ける女性形は 

— - 複数形も同様であるが—— ①主語が女性である時にその述語動詞の語尾は女 

性形になる（多少の例外はある） という原則の他に②主語が女性でなくてもその 

述語動詞の目的語が女性である時も女性形語尾をとる③主語及び目的語に女性及 

び女性に関する限定語（限定句）がある場合にもそれ等に対する述語麵の語尾も 

女性形をとることがあるというニ傍則を規定し得る。此のニ傍 則 の ③ が 例 （5 )に 

適用されるわけである。傍則②の適用については次節で述べる機会があるのでそ 

こにゆづりたい。

§9. -ju’u (-cu’u)，-ju’ui (>cu，ui), -jigi (>cigi)，一ji，ai，十，ai, _ci，ui，-jukui， -jugu

中 世 蒙 古 文 語 の - (-cuxu/^ciigti)， —— 古典期文語では
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-juqui/-jukiii ("Ouqui/^dikUi) であるが—— に対応する形として，元朝秘史蒙古語 

では-ju ’U (-CU，U), -ju’ui ("CU'ui) が見られる。 -jigi (-dgi) は中世蒙古文語にのみ 

発見され（S.M.I. 1335),元朝秘史蒙古語には見出し得ない，秘史の- ji’a i は中世 

文語では-j h a i として稀に発見される。その他，-je’ai, ■ci’u i は各々一例づつ秘史 

蒙古語から検出される•又，古典期文語に対応する形の-ju k u iが之も一例ではあ 

るが秘史蒙古語に見られる，更に中世文語の-jiig fiに対応する-ju g uなる形も一例 

のみ見られる•此の様に多くの形を秘史蒙古語から吾々は発見し得るが，-ji’a i 以 

下の語尾は各々一例のみ一一-ji’a i はニ例—— 検出されるに過ぎないから，之等の諸 

語尾の考察は後姻しにして，先づ，-ju’u (-cu’u), -ju’ui (-cu’ui), -jigi (-cigi) の考 

察から始めることにする。

秘史蒙古語全十二卷中に用いられた-ju’u (-cu’ti) の例は162例，-ju’ui (-cu’ui) 
の例は 167例で，殆ど同数の使用例を示している。-ju，u の接尾された動詞162例 

を検討すると，その 9 5 % までは単数の実詞が，その主語として用いられているの 

で，-ju’u を masculinesingularの形と見る事には先づ異論はない。残りの5 % は 

指下形と認められる。-ju’u i の 167例の中，複数形及び複数形と見做し得るものは 

大 体 孓 の 8 0 例前後，残りの• ! 前後は指上形と認められるが，：1〇例前後の例外 

がある• -ju’u iが接尾された語の中で最も多く現われるのはke’eju，ui ‘‘と云った，， 

の 3 5 例，ついで ileju’ui "遣わした’’の 1 2 例であるが，之等 4 7例は殆ど指上 

形であるため，指上形が約全体の半数を占めているわけである。此のニ語ke’eju’ui 
"と云った” と ileju’ui ‘‘遣わした’’が殆ど指上形として用いられているのは， 

此の文献の性質から考えて当然の事で，例えば「成吉思汗が〜と云った」，「成吉思 

汗が〜を遣わした，〜と云って遣わした」等という表現が此の文献には非常に多い 

が，そ の 「〜と云った」「遣わした」は指上形が用いられ，又，成吉思汗に限らず， 

「王中宰，札木中合，塔陽中罕，その他の中竿等が〜と云った，〜を遣わした」 という 

場合にもその「〜と云った」「遣わした」には総て指上形が使用されるので,此のニ 

語だけで指上形の半数以上を占める事になっているのである。-mui, - b a iの場合に 

は全体の約了が指上形と認められたが，此の-;ju’u iの場合も上の二;語の4 0 数例 

の特殊性を考えると指上形が多過ぎると云うことはない。以上の如く，此の語尾も 

単に-ju’u の plural f o r m とするだけでは，その約半数が例外となり納得し得ない 

ものであるが，指上形の適用によって，此の例外は大半解決され，私には解決出来 

な い 1 0例前後の例外が残ったに過ぎない。その例外の中には，例えば（ニ 23四） 

不塔阿不舌刺主為buta abura-ju’u i "叢は救った’，の “叢”の如く単.複の規定 

が言語的にはなし得ても，内容的にはなし得ないものもある。此の様な主語に対し 

て用いられた-ju’u i を如何に考えるべきか今の私にはわからないが， b u t a という 

語が文法的には複数の扱いを受けるという事は考えられないでもない。此の様な約 *

* F .W . Cleaves. The Sino-Mongolian Inscription of 1338 in memory of Jigiintei.



1 0 例の例外を除けば，此の語尾-ju’u i も-ju’u の複数形及び指上形であると規定 

し得るのである•

§9.i -iu*u
1 .  (一 20 三） Horam a tala Tunggelig qoroqan o’ede mkan gu’un ayisun

程なく す る 内 に ト ウ ン ゲ リ ッ ク 小 柯 を  逆 っ て 一 人 の  人が 近 づ #

buiyu gurcu irebesu Bodoncar mun aju*u
つ 、あ る 到 o 来 れ ば ボ ド ン チ ヤ ル 彼 で あ っ た

2. (Z： 4 3£) Caraqa ebugan yaratu boiju ger-tur-iyan ireju berke kebtekui-
チヤラカ 老 人 は 傷 っ s に な っ て 家 に （自分の）来て つらく 臥している

dur Tem ujin ujere odcu9u
時 に テ ム ジ ン は  見に 行った

3•(六 23 八） erte udur ke'esu Qurcaqus Buyirug qan ecige-vuyen qoyina
古き 日 は と 云 え ば コルチヤコスブイルック 汗な る 父 の （自分の） 後

aocin ko’ud_un aqa ke’eju aan bolju’u-je ci
四 十 人 の 子 供 連 の 兄 な り と て  汗と な れ ！） 汝は

4•(十 34 八） Odcigin noyan ugulerun elci ilegu minu’ai buru’u ke’eju’u
オ ト チ ギ ン 官 人 が  云う比は  使 を 逍 わ せ る は 吾 が  誤 り な ！） と言った

5•(五1;> 八） de’uner-ece Jaqagam bu  tmru’udcu Naiman-dur oroju’u
弟 违 （の中）か 6  デ力カンプ tt 逃れて ナ イ マ ン ！t  は入った

6•(八 4 八〉 basa urdia oroqsan Merkid a’uru’ud-aca daiyijin boscu’ u
又 3 きに 投 降 せ し メ ル キ ッ ド は  家 *  から そむき 起ちたり

7•(八 5 ニ〉 tende Cinggis qahan jarlig bolurun tundaqa ba a ’uluya
そこに チンギス 可汗 勅して 日く 全てを ば あ ら し め ん

ke’elu’e m ud ele daiyijin ajufu  keyen …
と云えり（然るに）彼 等 は  そむきて ありき i 云いて…

8. (It： 44 五） Joci Ca’adai Ogodai q u rban  ko’ud Olunggeci balaqasu oro’ulju
デオチ，チアダイ，才ゴダイの 三  子 は  オルンゲチ 城を 陥れて

qurba’ma bala’qad irgen qubiyalduju Cinggis qa’an-a qubi ese qarqacu，u
三人して 城  民を 分け合いて  チンギス 可 汗 に 分 前 を  出 さ ざ ！}き

以上の八例の中，（1)-(5)は男性単数形の例を示し，（6)— (8)は指下形の実例を示 

L た• （3 )は成吉思汗が王罕に向って，彼の非行を貴めた言葉である。 それ故， 

bol-ju’u と指下形が用いられている。王罕が最後に成吉思汗の敵となる時までは， 

彼に対しては普通指上形を用いて成吉思汗は話している。従って（3 )の例は，単数 

形兼指下形といえる。（6 )の bos*cu’u “起ちたり，，の主語はMerkid ‘‘メルキッド 

部族”である。秘史蒙古語では普通部族名は文法的には複数の取扱いであるから 

本来ならW t i iが使われるべきであるがM erkid部族は成吉思汗の妻ブルテを— 

度は奪った，いわば俱に天を載かざる仇敵である。 それ故"CU’u i を用いず，指下 

形のィu’u が用いられている。 （7)の a-ju，u 〜であった，，の主語もmud ‘‘体

等’’であるから，-ju’u iが用いられて然るべきであるが，之 も mud "彼笙，，は メ 

ルキッド部を指しているので，-ju’u が用いられている。（8) の ese qarqa-cu ’u " 出

さざりき” に対する主語はJoci Ca’adai Ogodai qurban ko’ud “デオチ，チァダ 

イ，才コダイのニ子”であるから，之も本来ならqa rqa_cu ’u i が使われて然るべき  

処である•成吉思汗の子であるから普通は指上形が使われるのた•が，此処は，此の

中世#古語の動詞路尾の休系 59
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三人が成吉思汗に対し，不信の行為を為したために，指下形の《cti，u が使われたも 

のであろう•以上の八例から，-ju M iは男性単数形及び指下形であることが明かに 

なった。

§9”  -ju ，ui

1 •(五 2  五） Sirgu’etu ebugen Alaq N aya’a ko’ud-lu’e-ben Tarqutai Kirinltug-i
シ ル グ エ ト ゥ 老 人 は ア ラ ッ ク ナ ヤ ア な る 子 供 連 と 共 に  タ ル コ タ イ キ リ ル ト y クを

banju ayisuqui-dur Tarqutai Kirinltuq-un ko’ud de’u n er inu buliju abuya
捕えて 来る 時 に タ ル コ タ イ  キリルトックの 子供  弟 達 は — 彼の ‘ •奪い 取らん”

keyen guiyiceju ireju 'u i
とて 追い 来りぬ

2■(三17 九） Merkid qurban ja’ud h a ra n  udur-un erte Toqta’a Beki-yin de’”
メルキッドの 三 百 人 の 人 々 は  日 の  昔 , ト ク ト ア ベ キ の  弟

yeke Ciledudece Yesugai Ba’atur-a ho’elun eke-yi buliju abtalai keyen te’un-i
イ エ ケ チ レ ド か ら  イ エ ス ガ イ パ ア ト ル に ホ エ ル ン 母 を 奪 い と ら れ た り  と そ れ を

osen nacilan odcu'ui
仇 を 報 ぜ ん i  行けり

3 . ( 三 1 5  九） Borte Ujin Qo’aqcin j ir in  Temujin-u jilu’a cilbur soni taniju
ボ ル テ ウ デ ン ，3 アクチンの二人は  テ ム デ ン の 手 網 ， は づ な を 夜 に 認 め て

bari]u*ui
檷 んだ

4•(五 1 6  四） qan-a ele nilbuqdaju ger-tur bukun h a ra n  bugude’er boscu
汗に ぞ 唾されて 家 に  ある 入々 総て 起ちて

nilbuju，ui
唾せり

5. 3 8  四） Jalalding Soltan qan M elig q o y a r  Cinggis qa’an-u esergu
チ ヤ ラ ル デ イ ン ソ ル タ ン 汗 と  メリックの二人は チンギス 可 汗 に 敵 対 し て

morilaju’u i
出馬した

6 .  (主 52 四） tendece Ogodai qahan ugulerun Ca’adai aqa Batu teri’uten
それから オゴダイ 可汗が 云う比は チ ヤ ア ダ イ 兄 ， パトを頭とする

bara’un qar-un ko’tid aqanar de’uner burin Odcigin noyan Yegu teri’uteii
右 I E の 子 等 ， 兄等  弟等  総て， オ ト チ ギ ン 官 人 ， イ エ グ を 頭 と せ る

je’un qar-tm aqanar de’uner burin ko’tid qol-un okid guriged tumed-un minqad-
差  翼 の  兄等  弟等  総 て の 子 等 ， 中 の 女 達  供連  万 戸 の  千戸

tin ja'ud-un harbad-un noyad bur-iver jobsiyeiu,u i
の， 百 戸 の ， 十 戸 の 官 人 连  雄て 承 認 せ ！）

以上の六例の-ju’u i は総て複数形の-ju，u i と見られる例である。（1)の ireju’ui 

“来た” の主語は ko，ud de’unei• ‘‘子等，弟等’，であり， ⑵ の odcu’ui "行け 

り’’の主語はqurban ja’ud haran “三百人の人々’’であり，⑶ の bariju’ui "つ 

かんだ”の主語は jirin "二人”であり一 これは女性なので，，女性形の-ji，a iが 

用いられて然るべきだが—— 又，⑷ も （5 ) も共に複数の語が主語として立ってい 

る。約 8 0 例の中から6 例のみ引用したわけであるが，残りの 7 0 数例も複数形と 

見做し得るものであることをつけ加えておこう。

7 .  (三 15 六） Borte Ujin tede durbekun irgen-dur buju’u i
プ ル テ 夫 人 は 彼 等 敗 走 す る  民 に おりき
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8•(五  30 九, 十） Jamtiqa ugukrun Temtijin anda mimi uridaca Naiman^dur
デ ヤ ム 力 が 云 う に は  テ ム デ ン 義 兄 弟 は — わ が 以 前 よ 〇 ナ イ マ ン に

elcitu buleFe cco'e ese ireba(bai> qan qan aqu qayiruqana bi buiyu-je ajiraqu
餐 を i t »て あ 0 容 今  来 6 ざ 0 5  汗 汗 は な れ ざ る  雲 雀 （我は） なり， は 4 れる

bildu'tir anda minu buiyu Naiman-Klur odcu'ui-je oroqu tx>ltin qocorba ke'eju9uf
雀 （•兄弟'*-わが） なり， ナ イ マ ン に  行 け 0, 下 ら ん と し て 残 れ り  と 云 え 0

9•(八 29 五） Sigiqutuqu ugulerun---中略----natnayi edo’e nada yambar
シ ギ 3 ト3  日く 私を， 今  私に 如何なる

soyorqal ogumu ke’eju’ui
A M を 与 え る や  と 云 え 〇

此の三例は指上形と認められる例である。（7)の buju’u i の主語はB orteU jinで 

単数であるが，成吉思汗の母であり，賢夫人の誉高き女性である。従って-ju’u iが 

用いられた。 （8 )はデヤム力が王罕に対して成吉思汗をザン言した言葉である。 

odcu’ui 1 ‘行った” の主語は此処には見えないが彼（成吉思汗）である。従って 

■cu’u iが現われている• （8 )の最後のke’eju’u i(9)の ke’eju’u i についてであるが， 

これは（劣)-K 優）の線上の会話を取りかわして，最後に会話文の結びとして，“誰 

々（劣）は誰々（優）に〜と云，た」の 「と云った」（ke’eju’ui) に当るものであり，上 

に示した（劣)— •(優）の会話文の結びには必ずといってよい程ke’eju’u i と-jti’tai 

が使われるのである* (劣）が （倭）に向って‘‘云う”のであるから当然指上形が 

使われるべきだが，今までは会話文の中での述語動詞の語尾が主に述べられて来た 

ので，それとは幾分事情が異ると思われたので，特に言及した。指上形の-jti’t i iも 

8〇例前後見られるが，矢張り紙数の関係で此の三例にとめておかねばならない。 

§9.8 -jigi (~cigi) と-ji’ai

すでに記した如く， -jigi (~cigi) なる語尾は秘史蒙古語には見られず，僅かに 

[S.M.I. 1335]に 3 例発見されるのみである。以下に示す用例によって，此の語尾 

は-ju’u の女性形語尾なる事が明かになるが，此に関してはW . C le a v e s教授も 

註を附して言及されている⑴•又，秘史萦 古語に2 例だけ発見される-ji’a i も——  

之に対応する中世文語形-柄a i は [S.M.I 1338]に一例見られる一 後例に見る如 

く女性形である。先づ用例を示す。

1.  [S.M..1. 1335] [29] gergei mu Gang si-da Sing aoo gun wuSin ner-e ogcigl
妻 — 彼の IM 氏 に 清  河  群 夫 人 な る 名 を 与 え た D

qoyin-a basa Gi gui wu§in ner-e wungsmgla^san aji^i (wungsing-----“封P ”
後 に  又 蓟 g 夫 人 な る 名 を  封醺せり き

-^wungsing-la—— "封贈する”）

2.  (—  1 三） de’ere tenggeri-ece jaya’atu toregsen borte cino aju’u g e rg ai
上  天 よ 9 運命もて 生れし 蒼き 狼  あ 〇き 赛 —

int3 qo’ai maranl aji’a i
そ の 真 白 き 牝 應  あ 〇き

3 .  (五 九） nadaca egeci Yesui neretai nadaca de’ere qan gu’un-e jokiqtai
私 よ 0 姉  イ X ス イ な る 者 は  私にまして 汗急る 人 に ふ さ わ し

aji’ai-je.
か り s
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(1)の 6gcigi，a jig iの主語は女性ではないが一此の場合は皇帝一6gcigi ‘‘与 

えり” の目的語としてgergei “妻，，が存することによって女性形が使用されてい 

る• （2)，⑶の場合は主語が女性であるから問題はなかろう。 尚 ， [S M I . 1338]の  

21行目に現われているa j i s a iも此処には示さなかったが明かに女性形である、 l 

を附記しておこう。さて， -jigi (~cigi)，-ji’a i か共に女性形だとすると，此の両者に 

も何か相違があるのではないかと当然考えられる。併し，此は，いづれも用例が少 

いので，はっきりした事はいえない。私の臆測では形の上から見て，ji’ai は女性择  

数形兼指上形の感じがするが，もう少し豊富な実例が欲しいものである。

§ 9.4 -je’ai，-jukui， -jugu
此等の語尾は共に1 例づつ見られるが，その例を挙げる必要もあるまいが，-je，ai 

の例だけ次に示そう，

(ニ 3 八） Todo Yengirte ugulerun e’el usun nidualu’a ceueen cila'tin
ト ド イ エ ン ギ ル テ  日く 泉 水は 乾れたり 白き 石は

ceu’urelu’a ke’e’ed neu’uje’ai
砕けたり と云いて 移肋せ〇

此の-je’a i は僅か一例であるから何も云えないが，もしかすると何かの誤植であ 

るかも知れない。-iukui，-j u g u という文語形にそのま、当てはまる様な形が現われ 

ている事は興味ぶかい。共 に ile- “遣わす” に附されて，「亦列主恢，亦列主古」 

として発見される。

§10_ -，a / -，e; -，ai
此の語尾は蒙古文語では-ya/-ge,-加/甘1で現われ， nomen imperfecti の語尾 

とされている。-"Xai/-g e iは前古典期（pre-classical) の文語に主に見られる形であ 

る。元朝秘史蒙古語に於ては-’a /-’e は 「阿/額」の文字で表わされ，-，ai は 「埃」 

で表わされている。-’a i の母音調和による交替形は漢字面によっては書き分けられ 

ていないが，此の理由は§ 8の -b a iの項で述べた事と同様なことが云い得ると思 

う。秘史には-’a/-’e が 1 2例，-’a i が 1 7例見られ一 若干の調査もれがあるか 

も知れない—— やはり，-’aハ’e は男性単数形，及び指下形，-’a i は男性複数形で 

あると共に指上形という対立が存することを知り得る。以下に実例を示しつ、説こ

10” -，a  ハ,e
1■(一 4 9  ニ ) bi ko'u-ben Temujin-i guriged-te talbiju irerun ia*ura Tatar

私 は 子 を （自分の） テ ム デ ン を  婿  に 置 い て 爆 っ て 来 る 途 中 タ タ 一 ル

irgen-e oyisulaqda’a  bi dotora minu mati’ui bui
の 民 に 寒 を も ら れ た ，私は， 内部は — 私の 悪い のだ

2• 、ニ爷 ー，ニ ） Jamuqa anaa-da ugule keyen uguleju ilertm Qurban Merkid-te
デ ヤ ム カ 義 兄 弟 に 云 え  と 云 っ て a す に は , =*ル パ ン メ ル キ ッ ド に

ireju oro-ban hoqtorqu bolqaqda^  bi onor nikantan busutu bida osol-iyan
来 て 位 を （自分の） 空に された 私 は 家 族 を 一 っ と す る の で は な い か 吾 々 は ，仇を（自分の）
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ebur->yan hamtunlde*® b i eligen-u urug busutu bida, haci-yan ker
如 何 に * ぜ ん 懐 s：( a 分の） た ち 切 ら れ た 私 は 阡 ■ の 親 族 で は な い か 吾 * は 仇 を （自各の）如何に

hacilaqun bida kefeju ileba
うつべ s S 冷:：， i 云 っ て 边 わ し た .

3 ■(土 1 5  九） Cinggis qa*an-u ed a'urasu ecine'un yekin qulaqcu abciraji/
チンギス 可 汗 の 財產 厲度を か げ で ど う し て  偷 み  持ち来りて

ogumu ci bi ulu abqu ke*eju S i^ iqu tuqu  ese abu'a
等 无 る か 汝 は ，我 取 ら ， と 云 い て シ ギ 3 ト コ は 取 ら な か っ た

以上三例のの中に示した-’a /-’e は単数の主語に対して使われているから，単数 

形と見做すことに問題はない•次に-’a i に移る。

§10.2 -，ai

1.(十 45 五） tende Bo’orcu Muqali Sigiqutuqu qurban ocirun ocen meljan
そ こ に ボ オ ル チ ュ  ムカリ •ンギコトコの 三人 奏 す る に は 争 い  そむき

aqsad Sarta'ul irgen-u soltan-i doroyidda'ulju balaqad irgen anu abu'ai bida
あ り し サ ル タ オ ル の 民 の  王 を  屈服せしめ 城  民 を 和 彼 等 の 取 れ 〇 吾等は

2•(六 28 八） basa bida Gucugur tai Buyiruq qan-i Yluqtaq-un Soqoq usun-aca
又， 吾 * は グ チ ュ グ ル タ イ プ イ ル ク  汗 を オ ロ ッ ク タ ッ ク の ソ コ ッ ク 河 か ら

Altai daba'ulun huldeju Urunggu huru'u odu'ad kicilbasi na*ur-a muqudqaju
ア ル タ イを越えさせて  追い ウ ル ン グ 河 を 下 っ て  行 っ て キ チ ル パ ン  湖 に  追いつめて

abu’ai bida
取 っ た 吾 々 は

3•(六 18 十） teyin neu’tim ayisuqui-dur gunesun>€ abalan yabuqui-dur
かく 移り 来る に 食 糂 Cのため）に 狩 を し て  行く 時に

Quyildar yaras-iyan anu’ai udu’ui-e Cinggis qahan-a ldqa’asu ulu bolun
コ イ ル ダ ル は 傷 が （自分の〕 全快せ穸あるに,  チンギス 可 汗 に  とぬ e>るるも肯んぜ铲

gore êsun-dur dobtulqu bolun hugdereju nogciba
默 に 走 る こ と に な Dて 重 病 i な り 身 ま か り ぬ

4•(八 34 — ） Munglig ecige-yin ger-tur qono’asu Munglig ecige ci ese
ムンリッグ 父 の 家 に  宿 る と ， ムンリッグ 父 汝 が i *

ldqa’asu huyilun bukui usun-dur hulalun bukui qal-dur oroqda’a i bule’aトje
なかったら， 渦巻き £ る 水  に 赤 < ( 燃えて） ある 火 に  入れられていたのだ'

5•(十 35 ニ） Odcigin manaqarsi erte Cinggis qa*an-i bosu^ai udufui-e oron
オトチギン 明 早く チンギス 可 汗 が  まだ起き事 寝床の

cotora bukui-dur oroju uiyila^d sogodcu ugulerun...
中に あ る 時 に 入 り て  泣き 跪ろて 云 う に は …

以上の五例の中，（1)，(2),⑶は複数形の用例として，⑷，⑶は指上形の用例とし 

て挙げた。（1)，(2)はいづれもabu’ai bida ‘‘取れり，吾等は”の如くであるから問 

題はない。（3 )の anu’ai udu’ui-e “全快しないうちに”の主語は yaras-iyan “傷 

が（自分の）”纹 字通りには“傷を”（自分の)》である。此の yara sは yara “傷 ” 

に複数形成語尾~s が附された複数形であることに注意したい。従って anu’a iの -’ai 

も plural fo r m である。⑷ の oroqda’ai "入れられた”の主語は明示されていな 

いが成吉思汗がムンリッグに向って，自分の行為を述べているのだから指上形と解 

し得る• 又 （5 )の bosu’a i の主語はCinggis q ah a nであるから，単数にも拘らず， 

指上形の-’ai が用いられたわけである。
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以上，-’a/-’e と -*a i に関しても，単複という数の锚 点からのみでは，此の語尾 

の完全な説明はなし得ず，指上•指下という概念の適用によって，はじめて十分に 

理解し得ることを示した。

これで indicative endingsの総てに亙って述べ終ったことになる。動詞の終止形 

の語尾には，此の外に命令形の諸語尾があるが，その若干のものは中世蒙古語では 

数の対立の下に区別されていた。本稿ではその事にふれる余裕はないが，次節結論 

の項で若干言及したい。

§11•結 語 以 上 ，私は中世蒙古語の終止形の語尾の中， in d icativeの終ての語 

尾について言及し終った。 §Z 2 で示した中世蒙古語の indicative e n d in g sの体系 

の大網は，今までの記述で，原則的に証明し得たと私は思う。次に残っている問題 

は，終止形の中の命令形の諸語尾であるが，之についても，次の結論を出し得ると 

考える•即ち元朝秘史蒙古語に現われる命令形語尾は 

1 . -dqun/-dkun

-qtud /  -gtud 

-tuqai/-tugai

5

6
7

8

-suqai /  -sugai

-ya/-ye

- ’ujiyi

-’ujai/-’ujei

の如くである。之等の中，（1)(2)は 「複数の話し相手に対する在重な命令」を表わ 

し，（3 )は 「三人称の命令形」である。⑷ は 「一人称単数（単数の話し手）の希望j  

を表わし，（5 )はその複数形，即 ち 「一人称複数の希望」を表示する。併し此処で 

注意すべきは⑶ の 「一人称複数」は exclusiveで，「inclusiveの一人称複数の希 

望」は （6 )の - ya/-y e によって示されている事である。古典期の萦 古文語では， 

(4)(5)(6)の以上の区別は，すでに明かでなくなっているが，中世萦 古語では，可成 

りの厳密さで守られている•又，（7)の -’u jiy iは 「話し手が，話し相手及び他の三 

人者がある行為をするのではないだろうか，という心配，懸念を表わす」語尾で，

(7) は単数の相手に，（8 )は複数の相手に対して用いられると原則的には云い得る•

(8) の -’ujai/-’u je iは又，指上形としても用いられる。 尚，（2) の ザ 1«1/戈比(1 は 

珍らしい形で，秘史の中にニ例見られ，文語の-がun/^g t iinの複数形である• （N. 

P oppe教授によれば，-?tun/*g t i in も本来は-?tui/_gt伍 の piural f o r m である 

が，よく調査しないと，此の様に云い得るか否かわからない。）以上で秘史蒙古語 

に於ける命令形の諸語尾の概観を終えたので，最後に，中世蒙古語に見られる総て 

の終止形語尾の表を作って，此の小論を閉じることにしよう•
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⑴ 終 趙 時 称 語 尾

時称
男 性  形 女 性 形

指 上 形 指 下 形

単 数 複 数 単 数

現在

及び

未来

-mu -mui -mi -mui -mu

-yu *-yui -yi *-yui -yu

-u -uyi, -ai -i -uyi -u, ai

(-n) -d

通去 

及び 

完了

-ba/-be -bai -bi -bai -ba

-ju*u (-cu*u) -ju’ui (-cu’ui)
-jigi(-cigi),
-ji’ai

(-cu’tii) -ju’ui 

(男性）

(女性）

-ju’u

-lu’a/-lu’e，
-la’a /-le’e

-lu’ai,
-la’ai/-le’ai

-ligi, -liyi
-la，ai/-le，ai 
(複），
-la’a/-le，e® )

-lti’ai (複） 

-hi’a/-lu，e (単)

-，a - ，ai *，-i -，ai -，a

( 2 ) 終止形命令語尾

数
種《 • ^

単 数 複 数

命 令 形 （対二人称）
-dqun/-dkun

-qtud/-gtud

命 令 形 （対三人称） -tuqai / -tugai

希 望 形 （exclusive) -su -suqai/-sugai

希 望 形 （inclusive) -ya/-ye

懸 命  形 -'ujiyi -ujai/-ujei

註
81.1 註 1 . 蒙古》を，古代，中世，近代の三段篇に分けるのは， N. P〇ppe: Grammar of Written 

Mongolian. (1954. Wiesbaden. }に見られる見屏である•私も此のS 分の大鋼には费 成である*

S  2 . 漢字音R蒙古ft資 料 に *す る 「盧龍塞略」の蒙古語は16世紀末の資料と認められるがその他， 

1 5 , 1 6 世紀KJRする文獻は殆ど見られないと云ってよい，

註 3 . 溪宇苷R蒙古» 資料の数は少なくはないが，代表的なものは，元期秘史全十二巻と華夷択篇费  

® te糴字及び来文の所謂甲種本のニ本であろう•その他，「至元択語」「盧痛塞略」 その他ニ，三 

見られるが，資料的価値としては，前二者には劣ると思われる•

註 4 . ウイグル式蒙古学による»资 料は，成吉思汗石を始ぬてとして，近 年 W - Cleaves教授が 

[H.J.A.S] に次*と発表された除碑文があり，吾 *は ，教授の此の労作によって，中世の蒙古文
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f f t ■知り得る嫌fcなった• 教授の研究)C心からの敬意を表したい•
柱5. パスパ宇蒙古路の資料は，その大部分が N. Poppe: The Mongolian Monuments in 

hpags~pa S c rip t.(〖957. Wiesbaden) 収fcfeれ，大いf t研究の便宜が与れた事は喜ばし
いK りである*

柱 6_アラビア宇蒙古路資料も P o p p e歙授の労作 MoHrojibcKHflCjioBapbMKannHMaT Aji-anatf (1938. 

MocKaa) 及び D a s M o n go lisch e  S p ra ch m a ter ia l ein er L e id en er H a n d s ch rift  (HsBecTHii 

AxMemiH Hayit CCCP, 1 9 2 7 )があり，吾* の研究に多大の便宜を与えて興れる，教授の労に心 
かe> HR謝の念を禁じ得ない，

註7. 「元期秘史」の原名が「蒙古の秘史（Mahgqol-nn niuca to b c a ’a n)」であるか否か，という 
原名にっいての論稿は小林高四郎：元朝秘史の研究（1954東京〕に詳しい•

註 8. 「元明秘史の蒙古語を表わす漠字音の研究」 i 埋する服部先生の優れた労作が見られるが，そ 

の他，元期秘史の言W を詳しく取扱った労作は少い。 A .  M o sta ert : S u r  q u elq u e  passages 

d e  L ’h isto ire S ecrete  des M o n g o ls . (1953. H a r v a r d - Y e n c h in g  In stitu te) はその少い中で 

4  白眉にJRする労作で'ある， 尙  G . D o erfer : B e itra g e  z u r  S y n ta x  der S p rach e  der

“  G eh eim e G e sch ich te  d er M o n g o le n M (C en tra l A s ia t ic  J o u rn al. V o l l 1 1 9 5 5 .  

■ W iesbaden)があるが，未見である•

註 9. I .J . S h m id t : G ra m m a tik  d er m on golisch en  S p rach e. S t. P e t e r s b u r g ,1831.

B.J1. Kotbhh: JleKuxx no rpaMMaTHxe M〇Hr〇JibCK〇ro 5i3UKa. C- IleTepc6ypr 1902.
A. Eo6p〇BHMX〇B： rpaKMaTBKa KOHTOJibCKaro R3UKa. CaHKnepepc6ypr 1835.
A.A. PywieB: JleKUHH no rpaMMTHKe MOHronbCKoro imcbMeHHoro K3uxa. C-IleTepc6rpy 1905.
L .  H am ib s: G ra m m a ire  de la  la n g u e  M o n go le  ^crite. P a ris  1946.
K .  G r8 n b ech , J .R . K ru e g e r : A n  in tro d u ctio n  to  c la ss ica l li te ra ry  M o n go llian .
N . P op p e: G ra m m a r o f  w ritte n  m o n g lian . W iesb a d e n  1955.

註 10. L .  H am b is: G ram m aire  de la  L a n g u e  M o n go le  会c rite  (1946. P a r i s )では，過去の路 

尾 -b a i を _ b a の女性形，-j i i i を -ju ’u の女性形としている。後者は正しいが，前者は間違い 

である。- b a の女性形は-b i である，

註 1 1. ①小沢重男 ：元朝秘史蒙古語の動詞語尾一特に-b i と -lig i— l i y i K ついて一京外国®大 

学論集V o l .  4 . 1 9 5 5東京）

②小沢重男：中世蒙古語K 於ける二つの動詞語尾（亜細亜語研究6 号 1954)

®  元 期 秘 史 蒙 古 ®に 於 け る 副 動 詞 語 尾 に つ い て （「アルタン•トプチ研究 l j
所戴 1 9 5 4東京）

④  r r 元朝秘史蒙古語に於ける副動詞語尾m  teつ い て （「アルタン•トプチ研究

所戴 1 9 5 9東京）

⑤  肃 ， 中期蒙古S に於ける女性助詞語尾の一系列（耕文 6 号）東京外国語大学耕文会

1 9 5 5東京
§2• 直 拄 -bi, -l i g i〜 -l i y i に関しては私の上揭諭文①に ， -jig i (~cigi) 1¢两 し て は ,W . Cleaves: 

Sino~M o呢 olian Inscription o f 1335 の 註 （15 1 )に見られる。

§ 4 « i往 1- 私は此の小論K於ては，所謂意義素のK定Kついては，殆ど言及してない• その理由は，ニ， 

三の語尾の意義素の研究が未だ不足しているからである，将来，全語尾の意義索についてまとめ 

て論及したい。

§ 4 . 2 拄2 . 四部叢刊本元朝秘史には「哈$ 柚」乾着として現われている。此をこのま i 転写すれば，

w i
「h a q c u」となるが，私は q a d cu  ( 中合惕抽）の誤写と見做して（q)a⑷ c u の様に転写した。 

§ 6 - 1 往 1 . 「服部四郎：元朝秘史の蒙古語を表わす漢字音の研究」に従ぅ•
§ 6•，柱 2. N . P op p e : D ie  S p ra ch e  d er M o n g o lisch en  Q u a d ra ts ch rift  u n d  d a s Y u an rch fio  

P i-sh i. A s ia  M a jo r-N e u e  F o lg e  1 9 4 4 . 1 . H r ft .

§  7 . 往 1 . N.  P o p p e  : G ra m m a r  o f  W r it te n  M on g o lia n . 1954 W iesb ad e n .

§ 8 . 註1 . S M の註 1 服部先生の上揭睿による•
$ 8.3 S  2 . パスパ字蒙古語資料の唯一の例は， The Edict of DharmapSla’s W id o wの中に見られる 

ものである[Poppe : 上播窨（S 1 の註5)] 
g 9• 註1 . $ 2 . 1 の柱1 を參照•
§ 9 - 3 柱 2- C l e a v e s教授の柱は以下の如くである•

T h e  fo rm  fig c ig i is  e x tre m e ly  in terestin g. I t  is th e  fem in in e form  o f  th e  praesens
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といわれる

泣く 

叱る 

ねたむ 

ねたまれる 

さ？：无る

n

元朝秘史に表われる動润 終土形

1 . - m u の 接 尾 さ れ た 語

»  m  » — マ字転蓴

一9五;五15- oaiyi-mu
—19五 unda’asu-mu
—19八 D〇lu-mu
一21四;三30七,十；
丄〇〇—

a-mu

-4 3十

-4 4十 joba’a-mu
ニ1四 gebte-mu
z ^ 2 = cadu-mu
：T23五• 33六；六7 yada-mu
七;十28 ニ，三;:t21 ide-mu
五, 22四， 31ニ, 五， sedki-mu
十，32三 amu-mu
主34四，五 

r M %
ogu-mu

=34 九; ：！：46九 mede-mu
j 7 - ge-mu
^L23H 
ニ42八

ayalarulu-mu

9 释 の童味 場 所

立つ 三38六
» < 四39五
〜である， a る D41三；七33十
〜である 五4四,五, 40七；七 

48五;十24四,37八 ; 
土45六; 主33九

困らせる 五13三
横たわる 六 46ニ；+40—
鉋きる 七24—
できない, 困る七29四；土9三
食べる 八12六
考える 八14六
休む A 2 0 -
与える A29四;:！：15+， 16 

九

知る 十21七; 主22七
委甘5 ：t21ニ，四

征旅する 芏 17七

〇 -マ字転写 

yabu-mu 
odu-mu 
ire-mu 
ugule-mu

uje’uiu-mu
sa’ulu-mu
ebedu-mu
abura-mu
ke’e-mu

ke’egde-mu
uiyila-mu
dtmgqodu-mu
naita-mu
naitaqda-mu
sonosta-mu

- マ字転写
語粹の意味 場 所

kereldu-mui 结 しあぅ —12八 

一^7八
odu-mtu 行く
qojida'ulu-mui 一 2ニ
kildu-mui 共比する ■T8四，12六
boiqa-mm な6 す ニ10—
boiu-mut なる

五48五; A21六;十

derbelu-mui ふるえる
36-fc 
ニ42七

a-mui 〜である ニ 49+ ;五  4- ， 40 
八；：t27ニ，45六;

ke* 薄  de~mui
〜といわれる

主48八
三2(H*;五4五；七

2. • m m の 接 尾 さ れ た 語

マ字転写

ke'e-mui

ji’a-mui

〜という 

告げる

語幹の意味 

sa’ara-mui 疑う

jobo-mui 苦しむ

q ad q u ld u -m u i殺しぁう 

ugule^mui 云ろ

11—，14—• 23九， 

十，27ニ;:！5 八;芏  

18ニ• 26八
四12五;五44八;六 

什 ，2M：; 十7三； 

土28五, 47六 

三39三

jalban-mui
qunmla-mui
Quca-mui
ire-mui
ihe'^<ie<nui
oro-mui
jokt-mui
qarqaqda-mui
saki-mui
joboldu-mui
asara-mui
yada-mui
sogodge>mui
oyisulaldu-mui

祈る

宴をはる

吠える

来る

枉護される

入る

適する

出される

守る

共吃苦しむ 

世括する 

できない，困る 

ひぎまづかせる 

寄する

場 所

五26五 

五3 6 -  
六3四
六 6ニ； ：!22 六，

24九 

六16八 

六 财  

七 l〇fc 
七1化  

八1 1 - 
A21七 

A21八 

十7三 

十7四 

十7五 

十7六
+30%; ̂ 9=： 
十36fc 
十36九

pcrfectiiiK igi of the verb dg- “ to g ive" " to  grant•”一中略一 From the examples 
it is clear that this feminine form was used not only when the subject of the verb 
was feminine, but when tne action performed by a masculin Subject was, so to 
$ay» for feminine benefit.一■ft略一

のB

く
く
る

*

r

行行来云

る

るせ
 

ぅ

 

せ6
むぅい

見
座
痛
*
と
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» - マ字転蓴
の童味 場 m ** - マ宇転苹

cirge-mui ひつばる• ひ# ゴ：5八 

，る

ji'urmede-mu
talbira-mui

ilqa-mui 区別する エ22十 ha.ulqa-mui
adala-mui

祝う•仇する 志21六• 九，22H

3. の接尾された語

l^ W * ]  p . 1037 q a rp a m i ** h era u sg eh en  lassen  '*

4. -y u の接尾された語

< *_マ字転写 語斡の意場 場 所 n _ マ字転写

b u f y u 〜である - 4 四，11三，12八， tusuru^yu
13五， 15 ニ， 19 四' a-yu

19八， 20三，45八，

49三； ： 133十*，34 y a b u -y u
一, 39六, 九, 44四，

五;三1九, 20五, 31 u g u le-y u
六; 四9 t , 17七， 45 b o lq a d a -yu
十, 46三, 50六2;五

3六, 4ニ,30八，九， jo k i-y u

36五，40七，八， 42 y a d a -y u
八，43ニ,七;六5— , b u i-yu

6三, 13七，39— ;七

37五;九12十; 十25

十2;主4九, 8九, 33 to rd a -yu

十 ja sa -y u
b o lu -yu

〜になる,〜で 三27七; 八22四 q a rb u -yu
ある q oco ru -yu

n erey id u -y u 名づける - 3 5 九 q〇cord a -yu
〇a ra -y u

見る，眺める - 4 5 ^
u je g d e-y u 見られる，見える一45七 a m u -y u
k e ’egde^yu 〜と云われる ニ29十;七38十, 39 b u -yu

六 y a ’ a ra -y u

5 .  - u の接尾さ れ た 語

D _ マ字転写 語幹の意味 味 所 ** — マ字転写
bol-u

〜である，〜に 2 2 9 A ,  3 2 - ;  ^ 3

なる ニ
ay is-u

来る，近づく ニ1托 ，29八,32- ，

ニ, 八，33八; 三39 a y u ’u l-u

6 .  - u y i の接尾された語

11 _ マ字転写 語幹の意味 雄 所
b o l-u yi

〜になる 四19七；八8— , ニ

7 .  - a i の接尾さ れ た 語

B — マ字転写
語幹の意味 場 所 〇-マ字転写

ay is-a i
来る 加 四

a y i^ a i
来る 四4 - ; 七31八, 33 d o b tu l-a i

五• 3 4H , 35八;盂

駱粹の意味 場 所

(病が)重く 4 る主22六 

放先れる 3：22七

# らせる 士49—

語幹の意味 場 所

傾ける 四7四

〜がある, 〜で四50四
ある

行く 五13ニ; 六38九, 41 

十; 主17九
云う 五3 1 = ;太31九

〜される，なe >五48三 
れる

適する 六3五，六
出来ない，困る 六23ニ•五
〜である 七5*fc, 6*fc,九，1〇 

九，3 1三，36三， 38 

十，39五，47四
つまる 七3 8 -
治*)る 七38—
麻る 七38四，六，七，八
残る，後れる 七39八 

-fc39A残られる，後れ 
&れる

休む 九外
〜である 十22九
急ぐ

な 九

語幹の意味 場 所

ニ；六11十，13五， 

六，26八；七36九,

恐れる
37九，46ニ;胡九 

六21六

語幹の意味 場 所

襲ぅ
4三 

六4五
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« — マ宇転笔 路释 の*味

来る•通づく

8 . - i の 接 尾 された語

場 所 マ字転写 K 锌 の意味 «  所
:45ニ; 三1 0 0 ,1 4 b o H へ"になる,〜で =525三，五，28十

O i l四，12五， ある

卜 ; : E 1十 o lu -y i 得る - 3 5 八

9 .  « d の 接 尾 さ れ た 語

〇_マ宇転写
» 鞞の意味 場 所

u gu le-d 云う 一13四, 六;七13ニ
uqa-d 霓る 一13*fc;九2十
te m e c e ^ 争う 一44— 十
q u b iyald u -d 分け合う 五17七
ab cira-d 持つて（適れて）六17四；七9九 

くる
else-<l 降職する 六20ニ
q ad q u ld u -d ■い合ぅ 六20三
kem geri-d 鋒ける 七1 0 -

t r一 マ字転写
酹粋の意味 場 所

nisi-d 打つ A 3 4 A
m o k o ri’u lu-d 斬る 主45九
b a u ’ u-d 宿當する 2 3 4 13
m orila-d 出馬する 益八
soyu-d 教える 主45十
y a b u -d 行く 七3 4 -
ide-d 食べる 七34ニ
e y e tu ld u n l 相談する S 六

10. の接尾さ れ た 語

•マ字転写 語幹の意味 所 ?字転写 語幹の意味 場 所

ald a-ba 失ぅ 三1五；八43三；十 bol-ba 〜になる， 17三，六，20四， 21

37八 〜である ニ, 22七，24九, 25

sle-ba 遣す 三4四，16四 六, 2 6 - ,五, 29ニ

ire-ba 来る 三1六, 5 — ; 五6四； » B 32— , 34ニ，九, 36

九23六，九，28三； 五，七, 37八，354：，
十11七，十; ：！：16三 九, 十, 40ニ•《八，

k e'e-b a ラ 三1六, 12七, 十;五 43三,45六,47一,49

bol-ba 〜になる, 

る

—t eなる# 

^である

26ニ,31ニ;九15 四， 

十；九2 4 - ,五, 29 

七，30五，36十， 44 

一，48ニ; 十4ニ， 5 

三, 六, 九, 十, 6三， 

十, S•八；:1 2 2四 

三5三，18六• 19ニ， 

三,31五,45五;四15 

六，4计 ,50十;£ 2 1  

六, 25五, 46八, 49 

七；六24ニ• 3 S t ,

.， 7ニ，10 

三，11三，16九， 19 

- ，26=：; が 三 ， 

16八, 17 五,21七,24 

六, 七, 八,28私 40 

ニ，43 四; ^ : 6三• 7 

十, 8十, 10八，11七， 

12八，1此 ，八, 28 

三， 30六，37六， 39 

十, 40七, 42八， 43 

ニ, 46八, 54五, 56

九, 52十,5 3四;七3 三，四, 六, 八，57八

四，十, 1 4 A ,1 9 ^ ， eb ed-ba 痛む 三5三，四

21七,4 7九; 八9+ ， sacu -b a 祭る 三7八，8三

11一. 1 3 - •ニ• 三， deled-b a 打つ 三7九，8四

五，14— , 22五，九， un a-ba 落ちる，倒れる 三7十, 8五

2 5 - ,2 7 - ,2 9 * ,3 0 em us-ba 着る，はく 

攔む，握る

三7十，8五

六，31六，34六， 38 Dan-Da 三8- ，六

六，40四，41七, 42 onoia—ba (矢を）番える 三8— ,六

三• 五, 44ニ, 47三， g u rg e -b a 到らせる，送る 三10—

48三；: ^ 六_ 4六， m orila-ba 寒馬する 三10ニ；：̂四

八* 6— ，六, 7八， 9 b aiy i-b a 立つ，止まる 三12八; 五25七;七

,10二 1 6 - , :
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— マ字f e写
» 粹の意味 場 所

38H
d a u li-b a 奪い取る 三13九• 14一
tu su lca -b a 烈しくな0 合う 三15十
ol-ba 持る 三16三
od-ba 行く 五14四; 六26三;七 

43三,十14四,28六； 

志1五，23四，34五
og-b a 与える 九7五；十16ニ， 21 

十，22一，23七；:!： 

16四
elus-ba 得る 三20三
jo ri'u l-b a 目指さす 三20四
u lig ed -b a 根絶し比する 三21七
eb u rid -ba 懐く 三21八
o ro 'u i-b a 入れる 三21九；四43八
d a 'a r i-b a 経過する 三32七
asaq -b a 尋ねる 三45—  2,ニ;六5三; 

七 33五, 37 六;:H16 

五

a d u ^ la - b a ( 馬を)放牧する 三46—

a m u 'u i-b a 休ませる 三48九, 49一

a la b a 殺す 四15ニ；六23九

asu ra-b a 世話する 四17九

iregd e-b a 来られる 四19六

j a ’u -b a 咬む 四27八

yo rci-b a 去る 四 28 六; : ！：8—

y a b u *u l-b a 行かせる 四33三

qono-ba 泊る 四34十，3 8 - ;  ^ 2

t a ’a la q d a -b a 愛される 四35十

neke>ba 迫う 四37三•四

q a d q u ld u -b a 闉い合う 四37九

q onoldu-b a 泊 0 合う 四38三

b ara-ba 終る，尽る 四3 9 S ;五13ニ;九 

13八

u jegd e-b a 見られる 四40四

ih e，e-ba 加護する 四40五

u 'te b a 飲む 四40七; 5 2 9 六

oro-ba 入る 四41七, 九; 五13三

sen gtel-b a 関ける 四43五

u iy ila -b a 泣 < 四46五; 十3 6 -

q ard a -b a 手teかける
五2十2

q aila-b a 叫ぶ 五4八

so yu rq a-b a 膘う
五7九；七49ニ； ：H

m *

u b ulje-b a 冬を通す
五12五

y a d a -b a 出来4 い，困る 五15五;六36- ;九 

28六

ta b i’u l-ba 放させる 五16ニ;六19三;主 

55五

gu r-b a 典る 五18六;八44五;;！ :

重 男

n — マ字転写
路粹の意味 場 所

ab q a 'u l-b a 取& せる
42ニ 

五18八
e yetu id u -b a 相鞔 する 五19五
ab-ba 取る 五22六
a-ba ある》いる 七4 7 -
a b cira -b a 持って（取って）五23八 

h

sa 'u -b a 坐る 五24二は 19六，七
am u rli-b a 休む 五2 6 - ;十24九
m u q u d q a， ba 困窮する 五28十: 主55ニ
aocor-b a 残る，後れる 五3 0 +
d a u ’u liq da-b a 奪われる 五33八
otol-ba 年とる S 3 6 n
q a 'u c i-b a 老人になる 5E36H
q ari-b a 埽る 五48七; コー ; *

27十
b o lq a ’a-ba ならせる 五49*1：
b a ’u-ba 下りる，宿営する六1九
ja sa id u -b a 治め合う パ5六
k e 'e ld u -b a 云い合う 六5*b
daru-b a 圧する

h ilu q ad -b a 投げつけられる六16三
b a ’u-ba 下る，宿営する 六 地 43八;:t4 1  

十,4 3 - •ニ;翌 匕
a y u 'u lu -b a 恐れさす 六21八
qadquqda^ ba H9われる 六21九
qaqaca-D a はなれる 六22五, 33八;七42 

九; 九8五
a n g g ic ira -b a はなれる 六22九
sirq u ld a-b a 這い込み合う 六24五
d a u liq d a -b a 奪われる 六30五
cim a d -b a 叱る 六31七
q a q a ca 'u l-b a はなす 六34九
n ay id a-b a 嫉む 六35—
ya b u -b a 行く 六36三; 八17七， 18 

一，41 一; A 8  七, 23 

八；土24五，六，七

uq aq da-ba 觉 6 れる 六42ニ
ucira-b a 会う 六44五
jabq a-b a 藺に含う 六45九
t a la ’ul_ba 捕虜にする 七2ニ, 4四

q atara -b a 班ける 七3 0 -
ja sa 'u l-b a 治める，直す 七32五，六

ta 'a la -b a 爱 する 七48十
qam tud*b a — 雄比なる 八14四
n oko ce ld u -b a 伴とな0 合う 八18H
q a m tu d q a-b a — «M cする 八18四

jori-ba 志す 八18五
bold a-ba なられる 八19ー
d aruqd a-b a 庄せられる 八20八
sonosda-ba N える 八21五
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n _ マ字転写 貉幹の意味 場 所 n — マ字転写 路幹の意味 場 所

bari’ul-ba つかませる 八22十 bannldu-ba つかみ合う 十38十

caala-ba 数える 八32— una-Da 落ちる，倒れる 十39ニ

qucildu-ba めぐる 八37 - talbi-ba 放つ，®  く 十39三

dau'uh-ba 奪う 八44八 bolqada-ba ならせられる 十43三

to’or 卜ba 狸る 九8五 odda-ba 行かれる 十43"fc
teji'e-ba 養う 九11八 jarira-oa 止む 十44八

qarrul-ba 帰らす 九11十 hor-ba ふりむく 土 2 -

qono’ul-ba 泊 0 合う 九12ニ，三 e’ere’ul-ba 改めさせる‘ 3 九

qojida-ba 後れる 九17五 qar-ba 出る ' 主13-

mede’ul-ba 知&せる 九29— ,十 bolqa-ba ならせる 土 12ニ；主53九

aqalaqda-ba 兄となられる 九43四 baraqda-ba 終られる I t l3 五
aqala-ba 兄となる 九43八 so’e-ba 滅ぼす 土39四

ca’ura’ul-ba 出征させる 十10九，17九 tuta’a-ba 逃げる 土 39六

a’ulja’ul-ba 会わせる 十11ニ；芏 10ニ daiyiji'ul-ba 反く 土40四

bulqa-ba 闘う 十11ニ；芏 丨0三 tulbal-ba ぎる 5 2 4 —

bayas-ba 喜ぷ 十12六 ilaq-ba 勝つ S 24 ニ

soyu(r)qaqda-ba 腰られる 十13四 qadqu-ba 闘う 主24ニ

a’ulja-ba 会ぅ 十13六，15三 soqta-ba 酔う S 24六

ilqa-ba 区別する 十18八 morilaqda-ba 出馬される 主29八

abu-ba 取る 十21十；：T 16十 tarqaqda-ba 散られる 主30八

dungqud-ba 物を云う，叱る 十 23 ニ；:1T17 ニ alaqcila-ba 偏向する S 32八

bolulca-ba なU合う 十23九 hulede-ba 追う 534四

emi’e-ba 懼れる 十29ニ gurge'ul-ba 送らせる 主55七

ayu-ba 恐れる 十 31ニ；：!18 七，45 a/ul_ba あらせる 宝55九

七 neme-ba 加える 主55十

buru'ud-ba 逃げる 十31八 buru’usiye-ba 非難する 宝57四

sogodke’ulde-ba膝まづかせられ十35十 sonos-ba 聞える 宝57七

る dau’us-ba 終える 主58七

cir-ba ひきづる 十38九

1 1 . - b i の 接 尾 さ れ た 語

D -マ字転写 語幹の意味 場 所 ローマ字転写 語幹の意味 場 所

tore’unl-Di 生む 一 10 五,11ニ,12 七 teji'e-bi 養う ニ 6ニ

24五 gur-bi 到る ニ6三

ke’e-bi 〜と云う 一 14五；ニ 时 ，42 mau’ula-bi 悩む ニ12八

九,45ニ,四,六,46 bos-bi 起きる ニ43三

九；五22十 uqa-bi 覚る ニ41五

ugule-bi 云う 一14六 ire-bi 来る ニ45六

ko’ule-bi 子を生む 一23六 yorci-Di 去る 五22十

tore-bi 生まれる 一41六 sa’u-bi 坐る 五23十

bol-bi 〜なる，〜であるニ2十；七10八，29 seu’ure-bi 溜息する 五25—

八，九；̂ 22—

12. -b e m の 接 尾 さ れ た 語

ローマ字転写 語幹の意味 場 所 u — マ字転写 語幹の意味 場 所

ke’e-be ~と f ラ 三3— , 30三,31ニ， 四9九，16— , 23三，

八，39五,七，40ニ， 39A , 41三，七，42

46四，十,47四,九， 43-, 46五，49

48九，49ニ,三,七； 五；五642,7— ，五，
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マ宇転¥ 語粋の意味 場 所 マ字転萆 路幹の意味 場 所

23 五,26 六 ,35-，50 ニ，15十, 26t , 27

十;六J2九,W八,17 三，38五;七7六，15

四，七 , 四, 50八， 三；八7七:十14五，

51十；七15 九,17— , 16— ,八，34四；1

19九,28九,37— ;八 15六 ;^9八

32ニ,46三；九2四， g e ’yi-be (夜が〕明ける 四40八

十,3 - , 17 八，19ニ； sengtel-be 開ける 四43六

十30七38— ,39四， tejiye-b e 養ぅ

動く

五14九

43八:土 17— ,23 四， gouol-be 五28三;六29三

27四，29七，八，30 ogte-be 与えられる 五34九

一，31ニ,十,32ニ， m o k e ’ed-De つく

去る

六12ニ

三;主32 十,36ニ,57 n o g c卜be 六19ニ

十 k o k i'u ld e -b e そ、のかす 六21九

ile-be a わす 三9四，31ニ，35九； gurge*be 到 6 せる，送る六28四；七46十;八

四27十,28四,45十； 38ニ;十1六

五34ニ;六34四,35 hulde-be 追う 六40ニ

三，37五,46四;十27 gur-be 到る 六47ニ;七1八;:！：4

十;士 1十,19 一，37 五

六，41八，42五，43 ge-be すてる 六49九

四；宝36 - m edegde-be 知られる 六51三

u gu le-b e 語る 三31— ；六5五，42 in e ’e-be 笑う -fc9A
九;:!^ 9九 

三33ニ

otol-be 老ける 七10三

tejiye-b e 養ぅ u k u ’ ul-be 死なせる 七11三

og-be 与える 三33— ；四15五2, hulegde-b e 残る 八 1托 ,20—

22八，23- ,三,六■ sedki-be 考える 八28八

27五;五27七,35八， g ed ki-b e 踏む 八29—

九;六25四,28三;八 osge-be 育てる 八29ニ,三

24六,48— ;九1ニ， tusi-bc 委す 八30 +

2八，10五;十13八， n okoce-be 伴となる 八36六；十40四

16三，四，23ニ，三， uiyiled-be 行う 八43四

四，五，六，七,八，31 tusi-be 委す 十25七，八，九，26

五；：t：8四；主13三 三，四2,五

k igd e-b e 四18五 hice-be 恥じる 十31ニ

u ku -b e 死ぬ 四29三 bugud-b e 囲む 土42 ニ

ire-be 来る 四 34 ニ，40 三，42 六； k in g g u l-b e 横断する 主24ニ

五 7 五，9一,12 ニ，14 b u te ’e-be 遂行する 主10九

ニ;六12 九，13九，14 nem e-be 加える，増える 主57九

13. - b a i (2〕の 接 尾 さ れ た 語

ローマ字転写 語幹の意味 場 所 〇— マ字転写 語幹の意味 場 所

b olu -bai 〜なる,〜であるニ2三 四1七 ,ん 26五;九

b a ’ u-bai 下りる，宿営する三10+，42ニ，四;四 36三;主53十

16五;五32— ;六21 

一;八4 三 ;:七 ，11

h am tel-b ai 破 0 , きりとる 三23—

u lu d ge-b a i 絶滅する 三23ニ

三，52八;古1十,26 arb ila-b ai 多くする 三23三

四 k e ’eldu-b ai 〜と云い合う 三23四,26-;四31

qono-bai 泊る 三16五；四47-*;五 八;五15 ニ 20ニ，36

29九;六10三;七43 八，37四，47ニ，48

一 ニ;六5九,十;七32

bolq a-bai 成らす 三 22 十，23 ニ,50 ニ； 四
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マ宇软 蘭斡の意瞻 場 所
an a a c ila ld u -b a i アンダ士な？) 合三 26九 

4

og-t>ai 与える 三24三: H 1 7五 

三，20八,22 五;3E34 

六,50八;八14 ニ.24 

五; 土U M
icu-bai 退る 三2 5 - , H ;四16=： ; 

六17七:十] 1三;:!: 

6 +
b u se le 'u l-b a i とりまく 三28- , 四
u n u ’u l-b a i 乘& す 三28ニ，五
n eu 'u -b a i 移f t する H 29九;六1社 ,八; 

十4 1四
godo l-b ai 動く 三32八；六1五， 1吕

ire-bai 来る H 34三, 五, 七, 九,

十, 35ニ, 三,四,五, 

六，八，十2, 36ニ, 

四,41， ニ, 三, 四； 

四6 - , 四,五，六,48 

三;五2九4 九，5四， 

的 ;六8五,44一;七 

23六；：！：时 ，12九
uje*ul-bai 見せる 三3 8 -
tust-bai 委せる 三49八;七18五,六, 

八；：t 5 1五
ile-bai 遣わす 三50三; 四12七, 13 

六,32四,47四;五46

一; 六I9 ~ h八1十;

土1五， 15 三, 37 ニ,

三，4 1九；主20九
qor-bat かくれる 四4八
qorqa-bai かくらせる 四4九
ab u-b ai 取る 四10 *b ;七43五
m ede-bai 知る 四U 四
hi-bai する 四15八
a sig  卜bai なぐる 四18十
cab ci-b ai 破る 四19一
m orila-bai 出馬する 四19八；六2九；土 

1三, 11九, 37ニ;主 

1四
d a u 'u li-b a i 奪ぅ 四1 9 + ;五18ニ;七 

45五；十20ニ
d u ta 'a -b a i 逃げる 四20—
bari-bai つかむ•提る 四20三
g u r ， bai 涵る 四20七；六2 H ,五；

+ 4 3 +
ge-b ai すてる，委ねる 四2 0 + ;七8 -
teji'e -b a i 養ぅ 四24十
u lid k e-b ai 絶滅する 四26三
a b a ld u ’ u l-bai 取り合わ甘る 四27四

n — マ字転写
路粹の意味 場 所

gurte-D ai 到られる 四28四
ergu -bai 奉る 四31六；宝14ニ
y a b u ’ u l-bai 行かせる Q 33四
ta lb i-b a i 放つ， a  く 四33六
ta lb i 'u l-b a i 放たせる• * か 

甘る
四批 .八

teb en n ld u -b ai 抱3 合ぅ 四46八
s a 'u i-b ai 坐らせる 四47ニ; 主53五
u d a -b ai 久しくなる 四47七
k e ’e-bai 〜と云う 四47七,48三,四;九 

3 5 - ,  36四，38六, 

八，九, 39— ，47セ; 
十8六, 九, 十, 9三， 

五，六；:£8九; 志2

ニ,27 四,42三,46H
k id u -b a i * 殺する 五1五；：！：13四
u b u lje-b ai 冬を通す 五1六；七
qari-b ai 塔る 五 5ニ，47ニ;:!：1八;

チ
ic u ’a-bai 退6 せる 五9三
ja sa q la id u -b a i 規定し合ぅ 五17十
go d o lge-b ai 勒かす 五18— ; 2T13—
ey etu ld u -b a i 相談する 五2 0 -
ja m siya -b ai そこなう 五21ニ
u ri-bai 喚く 五26五
m o k o ri'u l-b a i 斬らせる 五26六
ald u -b a i 共にある 五37七
seregde-b ai 覚められる 五47三
b aiy i-b a i 立つ，いる 六8四,9四, 11八;十 

40九
daru-b ai 庄する 六8六,十

d ob tu l-b ai 突擊する 六 9ニ，四
yorci-b a i 去る 六14八
oro-bai 入る 六 15三，51ニ;七44

ニ

q a d a 'u l-b a i 打たせる 六16五
b ol-bai 〜なる，〜である六17ニ, 18五; 九39

十；十33三
to 'a la ld u -b a i 共に数える 六 18四
k u n ld e-b ai 動く 六20五
uyele-b ai 節になる，ふとる 六21三
a y u 'u l-b a i 恐れさす 六2 1四
jo lu q ald u -b ai 共に会わせる 六27三
hilice-b ai はなれる 六33九
u cila ld u -b a i 共に会う 六43十
ya d a -b a i 出来ない，困る 六45十；七4六
sonosda-bai

ab cira -b a i
聞える 六46—

持つて（取って）六49五;八36三; : t

来る 5 1ニ
b u ci-b ai 囲む 六5 0 +
t a la ’u l-bai 虜にする 七 1三；八4七；主5
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• - マ宇软 酹粹の童« »  所 〇- マ宇辟 H 幹の意味 場 所

十. 7 八 m orila 'u l-b ai 出馬させ 十M三; 主16五

tuge'eldih-bai 共に分ける 七4ニ a 'u lja 'u l-b a i 会わせる 十15九
ab u lca -b a i 取り合う 七4ミ m u q u d q a-b ai 困窮させ•& 十30九
o ru 'u l-b a i は入る 七19三 neyile-b ai 合う ：t 4  ニ，14九，43九

tu n gq a-b ai 伝布する 七24六 ya b u -b a l 行く i 7 S
tu le ’u l-bai 嫌やす 七24八 oci-bai 奏する ^ 9 %

q ar-bai 出る 七42五,六,七來六 uiy iled -bai 行う 土13九
q u riya -b a i 集权 する 七43十 ab -b ai 取る 3：1 6 -
q u b iy a 'u l-b a i 分けさせる 八5三 ile ld u -b ai 共fc遭す IT19三•八

od-bai 行< 八6九 sedki-b ai 考える ^ 2 0 %

c a ’u r a ’u l-bai 出征させる 八10八, 24七 d u rad q a-b ai 提起する ^ 2 2 -
tubsidke>bai 平らげる 八18四 b a 'u l-b a i 下ろす,宿管さす:！:40 ^
jo lq a ld u -b ai 共忙会う 八35三 a y a la 'u l-b a i 征旅させる ：!：4 & r,4 9三,十;志

n egegd e-bai 開かれる 八43十 15八,28ミ
b u sa n g q a q d a- B 散させられる八44十 d a u ’u l-bai 分K する 芏 14八2

b a i u 'u -b a i 飲む 主24五
ta la -b a i _ になる 八45七; ^ 27八 soqda-bai 酔う 宝24九
a-b a i ある，いる 九1八 aQ alaqda-b ai 兄 と な れる 宝45七，十
ilq a -b a i 区別する 九36八 q a rq a ^ l-b a i 出させる 主53四，六

1 4 .  - j u ’ U , "C U ’ U の接尾された語

〇 — マ宇転写 語幹の意味 場 所 ローマ字転写 語幹の意味 場 所

a - ju ’u ある，いる 一1三，六，2六 - ， 四, 2三; 五20三;七
五,6五, 20四,3 5 - 35八;八12六;九28
44ー，三，46五， 48 六; 十34八; 5 3 0 -

ニ16 四, 1 9 - , 26 q a d q u -ju 'u « す，突く =13十
七，29八,34八，35 o d -cu ’u 行く ニ4五
一，36九, 39五，九• q o ’oj 卜ju ,u (烏等が) K 毛 ニ13六
48六，十；三H (羽〕する

四，十, 33九，34— , u n a -ju ’u 落ちる，倒れる ニ 15八;六9七;八!!

ニ;四17 六,4 0 - ,4 1 九
三，50六;五处 ，11 sib e ri-ju 'u 育つ ニ 13六
五，29七，31八，39 q o co r-cu ’u① 後れる，残る ニ15四
ニ，四；六4十,6五， qocor-cu*u(J> 全上 五39七;六11五;七
11三，十, 23三, 六， 6八
25九， 29五,九，十， d u ta ’a- ju ’u 逃げる 三19六
42 六,48 九,49 一,51 tu ta 'a -ju 'u ® 仝上 五23七
四;七6三, 16四,六， t u t a ’a-ju_u ④ 全上 六48八
22 九，23 ニ,47 八,49 b o l-ju ’ u なる，…である三20九；四35九, 41

八5ニ，33六， 36 ニ;六2 3 A ; 5 1 7  六
四,37九,45三;九42 sirqu *jufu 這込む H 2 1ニ
七;十18 - ,2 0 ^ ,4 0 ire-ju*u 来る 四3四；五26四：七

土 1 5 - ，八， 16 14八
七，20十, 22ニ,三， ca b u c i- ju ’ u 切る，やぶる 四9 -
33八;宝31十，44六 ile -ju 'u 遣わす 一33九;四12九,31

k e -ju 'u と云う — 8七,9七;ニ4八 十;七14ニ汁 12ニ，
ke'&ju 'u と云う — 42九, 4S— : ニ 1 34 三;：T 18 三, 35 八

① ② • ① と ② と で は 漢 字 面 が 異 る • ① は 串 路 溯 兕 出 兀 ② は キ 豁 鎵 児 出 兀  

® と ④ i では漢字面が異る • ③ は 土 ！！阿 主 兀 ④ は 禿 塔 阿 主 兀
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一マ字転笔 鼴鋅の意味 場 所 D — マ宇転革 B 斡の意味 場 所
丨 yiqaqia-ju’u ザン曾する 五15三 qatara-ju'u K ける 七7四
oto-ju ' u 入る 五15八 ;六 24-;七 ine-ju’u 笑ぅ

5六 batyi^uu 立つ，いる 七37四
oro’ul-ju’u 入らせる 八32四 gure’ele-ju ’u H みをつくる 七 43*fc
asaq-ju ’u 尋ねる 五2 0 - yorci-ju’u 去る 八3ニ
asaq-cu’u 尋ねる 六 3ニ,七33ニ，35 bos-cu'u 起つ，起きる 八4八

— , 四，36四 daru-ju ’u 圧する 八4 +
qorqaqla-ju'u 秦奁 つくる 五20四 abcira-ju'u 持って（取って）八12九
samsi-ju'u 1そこな今 五20五,九 来る
yabu-ju’u 行く 五26四 aqda-ju*u いられる，あ£> 八17三
abura-ju'u * う，報，る 五35九 れる
<)ar-cu*u 出る 3l44S ；-H 3T： oci-ju^u 回奏する 八31十
uri-ju’u 嗓く 五46六 butu’e-ju’u 完遂する 八45六
ugule-ju’u 云う，R る 五48九；*fc9九；八 bariqda-ju’u つかまれる 十21五

12五 ja'a-ju'u 告げる 十28六
bau’ul-ju ’u 下ろす，宿営さす六8八 sedki-ju’u 考える エ17三
qarbu'ju’u 射る 六49四 nogci-ju ’u 去る ：!37八，九
ban-ju’u つかむ》握る 七 neyile-ju’u 合一する ± 38^
ala-ju'u 救す 七5八 qarqa-ju ’u 出す ：t 44 五
m&riya-ju’u 窺ぅ 七六一 else’ul-ju’u 降服させる

15. ■ ju’ u i，" c u ’ u i の 接 尾 さ れ た 語

n — マ宇転写 語幹の意味 場 所 D — マ字転写 路幹の意味 場 所
ire-ju'ui 来る — 34八;ニ13六;四 uiyila-ju ’ui 泣く 四7七

4三;五2五,5八;七 ile-ju'ui 通わす 四11ニ; 五33*fc， 42
7十，27九，28三;十 七，43ニ;七14 十,25

10 十;:T52五;主50 四,27七,42九;十12

ニ，八 九,33六;宝5ニ,18

torc-ju'ui 生れる — 40八，九 三，20四，30九
neu’u-ju ’ui 移る n 5— ileldu-ju’ui 共に遣わす 六48六
oro-ju'ut 入る ニ7八；五11三；六 ala-ju.ui 殺す 四15三，18五，46九;

20三: : t l 3六 九14八；十18五
abura-ju'ui 轘穸る》救う ニ23四 ol-ju'ui 得る 四17ニ
yada-ju ’ui 出来ない，因る ニ48五 tono-ju'ui 脱かせる 四18四
gur-cu’ui 到る 三11八；七32十 a-ju'ui ある，いる 四21九,35七,46九；
baiyi-ju ’ui 立つ,いる 三12— ; 五18六；七 六2七 , 37三,48

32七 三;七1六,26四,六，
bai-ju'ui 立つ，いる 四37八 七;八2八；九19九，
od-cu’ui 行く 三14三, 17九；四2 26ニ，三;宝8八

八•九,5ニ; 五30九， butara-ju'ui 潰滅する 四3 6 -

48十；八3九，10五； budara-ju’ui 仝上 四45ニ

十33五 yabu-ju ，ui 行く 四34八；士38五
buru’ud-cu’ui 进 げる 三14六 kodol-ju’ui »  く 四36六,七,八，九，
bu-ju’ui 〜である 三15六 37— . 45四
bari-ju’ui つかむ，t eぎる三15九；四8七，14 godol*ju'ui 勘 < 五 30-, 33ニ;六 30

十2 1五 四；八34：
bari’ul-ju ’ui つかませる，握五 15七；七6三 nilbu-ju'ui _ をはく 五16四

&せる jolqa-ju'ui 会う 五23七
tusur-cu'ui 傾ける 四奸 ke’e^u’ui 〜と云う 五30十 ,40+，41ニ，
asigHu’ui 打つ 四7四 三，六，44— , 四, 九,
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* »-マ字転;5
駱轉の意味 場 所 n —  マ字(6军 幹の意味 場

4 8 B ,六,构H •六； a b -cu 'u i 取る 214九
六3八.4五,六,匕; u k u ld u -ju ’ ui 共*c 死ぬ 七43四
七6 九,7 ニ,11七，12 u k u ’ u lu -ju ’ u i 死なせる A 3 五
三，五，13八,34四， o c i’u l-ju ’ u i 回典さ甘る 七48ニ
六,38十,39五,九, toridge-ju^ w 止める

七4 6 B
十,46ニ ,48六:八18 q o rq a la -ju 'u i 寨をつくる 八1六
ニ,29五;十8 - ; 主 y o rci-ju ’ m 去る 八4ニ
4五,30三,五 m u q u d q a-iu ’u i 困麻 $せる 八4四

k e 'e ld u -ju 'u i 共 te〜士云う 七15六，23三 a ld a - ju 'u i 失う 九W三
q a n -ju 'u i 墦る 五32九 sed k i-ju .u i 考える 九28八
ta'ala^ju^ui 爱 する 3l3 9 A ia n ci-ju ’ u i 打つ， 4 ぐる 十27ニ
e k e ’er*cu’u i 攻める 六8九 q a ri’ u H u ’ ui 蟠& せる 十33十
u g u le -ju 'u i 云う 六16三,48ニ;七27 so god ge-ju ’ m 膝まつかせる 十34十

九 j ib t u l a -j u ’u i 消滅する 十4 5 -
b o l- ju 'u i

〜となる，〜で六21=;八 15九;十 k id u -j u ’ u i * 殺する 士4八
ある 33八;宝57十 id e ld u -ju 'u i 共に食べる = 1 3八

q ocor*cu ’ iu 残る，後れる 六42七 d a u ’u li-j u ’ u i 奪う 士38—
q a ta ra -ju 'u i K ける 七6五 m o rila - ju ’ui 出馬する =538 四
ta y i- ju ’ui 祭る *t 9七 d u r a d q a-j u ’ u i 提言する 主50八
n e c t k i l e’u l-j u ’u i 路ませる 七9八 jo b s iy e-j u ’ u i 承認する 主52四，十
a b ta - ju  u i とられる 七23—

16. ィ i ’u i . •i e ’ a i の接尾された語

マ字転写 語幹の意味 場 所 n — マ字长 零 賬幹の意味 場

a - ji’a i 〜がある，〜 で — 1四；五22九 o g -c i 'u i 与える - 4 8 三

ある n eu ’u -je ’a i 移る コ 八

17. -jukui の接尾された語
« - マ字転写 語» の意味 場 所

i l e - ja k u i 遣わす 七28五

18. -jugu の接尾された語

口一マ字転写 語幹の意味 場 所

ile -ju g u 遣わす 六6五

1 9 . - l a 、 ，l e ’ e

D — マ字転写 語幹の意味 場 所

a y isu -la 'a 来る•近づく -^42 八
ab u -Ia ’a 取る ニ9四；七44五； ： !: 

17—
〇d u -la ’a 行く ニ3 5 - ,  4 1八
q a ru -ia ’a 出る ニ50六•十; : t2 5  ニ
q a rb u -la ’a 射る 四49五，七
y a b u la ’a 行く 五4三，26ニ
b u lq a ld u -la ’a 共に戦う 六5 1八
a y u ’u ld a 4 a ’a 共に恐れる 八10四
a y u ’u lu -la ’a 恐れさす 八22三
b o lu -la ’a ~忙なる,〜 7* 八28五

の接尾された語

0 一 マ字転写 語梓の童味 場 所

ある

bariqda-la'a つかまれる，提 九 49三；53 8九

6 れる

bu-le'e 〜である — 2九，十，3五，7三

10ニ,六，13三,四 

17九，18十，23八 

九，十,25五,八,九 

十*, 26九f27— ,四

五, 六,七,28ニ》四

六, 29四*,六,30S  
四,六,十,31— ,四
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マ宇転 ffi幹の意味 場 所 _ マ字転写 R幹の意味 場 所

五,六,九，十,32— , 21五,36 六,37 八,44

ニ• 39H, 41七，， 四，47七；九2四，4

八*,43 八,45 五,47 十,7 ニ,13 八,15 ニ,

ニ，49-;ニ15 五,17 三，十，17— ；十27

五，22十，27五，28 — ,七,30-, '  四，

— ,33六，七，39ニ； 七，八,37六，38八，

三15九,21四,28九， 39十；3 4 —，ニ，
31四，45九；四8五， 四,27三 ,40-;主 3

六，十,12-, 25五*， 十,29七,32六，七,

28ニ，七，八1,九， 33八*, 3 5 -

十,4〖十,42三，七， ogu-le’e 与える ニ41七■八;七28三,

九；五3十，4四，19 五;主8ニ
六，25九，30七，45 ire-le’e 来る ニ 45 ニ
ニ,46五;六 22 十,23 ugule-ie’e 語る 三1八；七10ニ，47

一，31五，35— ，36 三;主24九

六t八,十,37—, 38 ke’e-le’e ~と云ラ 三2三

六，七，八,41— ,八， ogte-le'e 与えられる 五34八

九，42-, 51八，52 tore’ulu-le’e 生む 七10四

三;七9ニ,29七,33 uje’ulu-le’e 見せる 七29三

七,37七;八14九,15 uguleldu-le’e 共に云う 八17五，八

一，三，18十,20六， ki-le'e する 八28三

20.-la’ai, -le’a iの接尾された語

マ字転写 語幹の意味 場 所 t*一 マ字転写 語幹の意味 場 所

abu-la'ai 取る 四14五 九；五46七；六2十，

ayisu-la'ai 来る，近づく 五6四 14五,九;七11七,24

a-la’ai へ̂がある，〜で1 六 十,37— ;八34—,44
ある 一；九5九，15六，19

cokole’ai 絶望する H  一 七,八，九；十26十，

ke’eldu-le’ai 〜と共に云う H26五；四20五;五 44 三,十;:t 20 四，26

16-;六 21十,22 四， 六，35 九，36-;主 37

七 三

ke’e-le’ai ~と 3ラ 六35五;九28九;宝 ire’ul-le，ai 来させる 五9五

35十 tore-le’ai 生れる ：t24 十
bu-le'ai 〜である 四4五，9五，18ニ，

2 1 . -lu’a, -lu’e の接尾された語

"一マ字転写 語幹の意味 場 所 〇 — マ字転写 語幹の意味 場 所

a-lu'a 〜がある,へ̂で一26四 bara-lu’a 終る，尽きる 八39九

ある alaqda-lu'a 殺される 九21九

ayisu-lu’a 来る，近づく — 43— baraqda-lu^a 終られる 十44七
nidura-lu'a 乾く =3七 talbi-lu’a 放つ，置く 主19九

ceu'ure-lu'a 砕ける n3八 kele-lu’e 云ぅ 1123 ニ
odu-lu’a 行く 四45— ke’e-lu’e ~ と云5 八5—; 土35ニ；芏

qaru-lu’a 出る 四43四 3五
bariqda-lu’a つかれる 五28八 ile-lu ’e 遣わす 十35六

yabu-lu'a 行く 六4九，6四，35八 ogu-lu’e 与える 土16六
bau’u-lu’a 下りる，宿営する 七25四 ke’egde-lu ’e 〜と云われる m 八;主23六

idqa-lu’a いさめる 七47六 ugule-lu’e 云う 主4五，六



22. -Iu’a iの接尾された蹐
〇— マ字転;？ 路舞の物 場 所 〇- マ宇転？

u g u le ld u î u 'a i 云う 六22ニ b o lq a q d a-l u 'a i
k ig d e *l u 'a i 3 れる ^ 3 0 A

2 3 . -liyi，-1ば の接尾された雷
« _マ宇転写 路斡の寒味 場 所 ローマ字転写

b u - l iy i 〜である — 37五;ニ37五;五 to r e - lig i

22九

24. -’a, -’a iの接尾された語
U—マ字転写 語幹の意味 場 所 マ字転写

ir e - 'a i 来る —48— t u r u - a i
o y is u ia q d a - a 害される —49 ニ b a r a - ’a i

b a n - y a 抽える ニ18五 o r o q d a - ’a

b o lq a q d a - ’a 4される 三4— a b u - 'a

h a m t u n ld e - e 折り，割D , 裂三4三 aldu-’ai
きとられる i l a q d a - 'a

d u n g q u a u - 'a 物をいう，叱J£，三31ニ b o su - ’ a i

a l a - 'a i 殺す 五3*fc d u n g q u d u - a i

a n u - 'a i 全16する 六18十 h a u ld a - ’a

a b u -* a i とる 六28八； ：!3 四，45 o lu - ’a i

一; 主11五 j o *e - 'a i

o g u ^ 'a i 与える 六36六,八,九，37—

路粹の意味

路 f t の意味

語粹の意味

尽きる

場

が九

場

ニ1 1四

場

八7八 

八7九

M

所

所

八47九; 土16—

いる十4—

十27七

十35ニ

叱る十36— ; 土35五 

I する：t3 8ニ：

主35四 

53 5五

註 1 . 匕の- b e は 「蠢別」 と往記されている語，例 え ぼ 「客 額 親 ®別 」 k e ，eba (七 句 の & を 

指す。本 来 な &上 の 様 に k e’eba(-be) と記すべきであるが，繁雑なので k e’e b e と害いた•

柱 2 . この- b a i は 「を白 j と註記されている語，例 え ぼ 「孛魯鼉焉作」 bolba(-b a l) の - b a i を 

指す •本来なら，上 の 様 に bolba(-bai) と記すべきであるが，繁維なので bolbai i 畜ぃた•

[追記]此の表は最初は漢字面を入れて作成されたものであるが紙数及び印刷の閧係で漢 
字面を省略せざるを得なかった。
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The System of the Indicative Endings 
in Middle Mongolian

The aim of this paper is to establish a systematic order tor the indicative 
enaings in Middle Mongolian.

In Middle Mongolian, especially in the language of the S ecret H isto ry  o f  the  

M ongols, we can find some indicative endings which do not exist in classical 
written Mongolian, for example: -bi, -ligi. I have previously established that 
these two endings are the feminine form of -ba/be, -lu*a/-lu’e⑴  and that 
-la’a i /- le ’a i ,- lu ’a i ,a r e th e p lu r a l f o r m o f - la ’a / - le ’e ,- lu ’a / l u ’eC2).

In the process of establishing the above, it occured to me that it would be 
possible to systematize all of the indicative endings by reviewing them from 
the point view of gender and number.

This problem became the starting point for this paper, and I have attained 
hopeful results in systematizing all of the indicative endings by the above 
method. However, I have been unable to solve all of the problems concern­
ing indicative endings by this method. For, when I examined the occurences 
of the endings -mui, -ju'ui etc. in the S ecret H isto ry  o f  the M o n g o ls, for ex­
ample, in about two-thirds of the cases these endings may be regarded as 
being the plural forms of -mu, -ju^u etc., but in the other one-thirds of the 
cases they are not used as plural forms. How these endings should be regard­
ed in the cases when they are not used as plural form thus becomes a 
problem.

On the one hand I have given attention to the relationship between the 
endings -lu’a / - lu ’e and -la’a / l e ’e， and have felt that in some way there was 
a difference between them. As a result of the investigation of these endings 
related in this paper, I have discovered that - la ^ / 'le 'e  is used as an honor­
ific form for -lu 'a /  -lu'e (§ 3i). This discovery is very important, for by ap­
plying this concept of nonorific forms to the other indicative endings, such as 
-mui, -ju’ui, -bai etc. I have been able to determine that in the previously 
referred to cases where these endings are not used as the plural forms of the 
endings -mu, -ju*uf -ba, etc. they are used as the honorific forms of these 
endings.

As a result of this investigation the system of indicative endings in Middle 
Mongolian may be expressed as follows:
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gender masculine feminine honorific unhonorific
number sing. pi. sing. form form
present -mu -mui -mi -mui -mu

and -yu *-yui -yi *-yui •yu
future
tense

-ui， -ai 
-d

-i -ui -u

past -ba bai -bi -bai -ba
and -ju’u -ju’ui -jigi，-ji’ai -ju’tii -ju’u

present
tense

-lu’a /  -lu’e， 
-la’a / - le ’e

-lu’ai,
-la’a i /- le ’ai

-ligi/liyi, -ia’a /  -le’e -lu’a /  -lu’e

- ，a -’ai - ，ai - ，a

In conclusion I have appended the following list of system of imperative 
endings appearing in the S ecret H is to r y  o f  the M on g ols.

singlular plural
(to 2nd person) 

imperative
(to 3rd person) -tuqai/-tugai

-dqun /  -dkun 
-qtud /  -gtud

(exclusive)
voluntative

(inclusive)

-su -suqai/-sugai

-ya
dubitative -’ujiyi -uji，ai

( 1 )  See my article **The research of verbal endings in the language of
the S ecret H is to r y  o f  M o n g o ls  ----- especially -bi and -ligi〜 li*i-----”
in T okyo G a ikoku go D a ig a k u  R o n sy u . V o l.IV  1955. Tokyo Japan.

(2 )  See my article "T he reseach of the language of the S ecret H isto r y  o f

M on g ols (6) -----on -la’a i l/le ’ai and -lu’ai----- ** in Tokyo G aikokugo

D a ig a ku  R o n sy u . VII. 1960.
Shigeo Ozawa

Assistant Prof, of Tokyo Uuiv. of Foreign Studies.


